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 平成 17 年度に発足した国立大学法人山梨大学工学部附属ものづくり教育実践センターは山梨

大学のものづくり教育の一端を担ってまいりました。今般、令和 5 年度および令和 6 年度の活動

を総括したものとして、ものづくり教育実践センター活動報告書第 10 号を発刊する運びとなり

ました。 

 令和元年から新型コロナウイルス感染症が流行し、令和 4 年まで対面での活動が制限されてき

ましたが、令和 5 年 5 月に季節性インフルエンザと同等の 5 類感染症に引き下げられ、令和 5 年

度以降から平時と同等の活動が可能になってきました。しかし、今なお感染リスクは存在し、十

分な感染対策が求められています。このような状況下で当センターにおいても学生・教職員が安

心して利用できるように感染対策に努めつつ、山梨大学のものづくり教育を担う組織として活動

を進めてまいりました。 

 当センターの主要な活動は、実験装置の試作・加工などの受託加工業務、工学部の各学科やコ

ースを始めとして、生命環境学部やワイン科学研究センターへの教育・研究支援業務、また大学

が掲げる中期目標と関連して、山梨県内の専門高校教員・生徒を対象とした講習会、小中学生を

主な対象として、ものづくりの楽しさや意義を体験してもらう授業等の地域貢献事業、工学部所

属の学生を対象として開講する「ものづくり実習」、プロジェクトとして企画され学生が自主的

に参加する「PBL ものづくり実践ゼミ」などの実践型の教育活動と多岐にわたっております。ま

た、令和元年度より医学部のものづくりを支援するために、医学部キャンパス内に「医学部サテ

ライトオフィス」を設け、技術職員が常駐して装置や器具の設計・製作の支援を行っており、そ

の重要性は年々高まっています。このように、工学部附属でありつつも組織の枠を超えて全学の

支援を行ってきております。 

 令和 6 年度に工学部が 1 学部 1 学科 7 コース体制へ改組されたことを契機に、当センターもセ

ンター活動の組織内外への見える化と多様な領域で活動する当センターの技術職員が横断的に情

報交流できる環境構築を目的に、組織体制を技術室からグループへ改組し、センター運営の統括

メンバーと各グループの代表者でセンター運営に関する議論を行う業務計画会を立ち上げまし

た。また、当センターの活動を大学内全体へ伝える場として、技術発表会を開催しました。 

今後も当センターでは技術動向のほか学内外のニーズまた将来を予測しながら教職員一同継続

的な努力を続けていく所存であります。本報告書には、この 2 年間の当センターの活動が凝縮し

て盛り込まれておりますので、是非、御一読いただき、今後の活動に資する御指導と御助言をい

ただきたく、宜しくお願いいたします。 
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1.1 センター概要 

 

 山梨大学工学部における『ものづくり教育と研究支援』を行うことを目的に、平成15年に“もの

づくり教育実践センター”として学内措置により設置され、平成17年には工学部附属施設として名

実ともに発足しました。（本センター沿革は、巻末付録参照） 

平成22年度から文部科学省特別経費による「学科横断的PBLものづくり教育プログラムの開発」

として5年間と、平成28年度より「ものづくり教育のための教育効果評価法の提言」事業（3年間）

を実施し、学生・教員らが、自由にものづくりができる環境として「ものづくり工房」を設置し、

センター主体の授業として「PBLものづくり実践ゼミ」を開講しました。以降は本学が掲げる中期

目標・中期計画推進経費による「ものづくり能力の定着によるプロジェクトリーダー育成」事業

や「ものづくり能力獲得のための分野横断型 PBL 推進事業」を実施し、これらの事業を通して本

学工学部のものづくり能力を備えた人材育成に貢献しています。 

令和6年度は本学工学部100周年であり、多様化する社会ニーズに応えるように工学部の改組が

実施されました。本センターにおいても近年では、工学部のみならず教育学部・医学部・生命環

境学部の教員・学生からも実験装置などの設計・製作の依頼を受けるようになっており、要望は

多岐に渡ります。このような学内からのニーズに対応するため、センターにおいても令和6年度に

「業務・技術の見える化」、「柔軟性のある組織体制」を目指して組織改正を行いました。従来の

技術室体制からグループ体制に移行し、現在は製造システムグループ、電子・情報グループ、計

測・分析グループ、生命環境グループと業務支援部門体制でセンターを運営しています。 

 

 

1.2 センター運営 
 

 ものづくり教育実践センターの運営方法を図1に示します。 

 まず、センター職員で構成されるセンター員会議で素案を吟味し、運営委員会に提案、議論し

運営されています。 

 重要事項については、運営委員会を経た後、工学部主任会議、工学部教育委員会、学域運営会

議などに諮られたうえで運営されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 センター運営図 

 

 

  センター員会議 

 

センター長 

専任教員 

統括技術長 

副統括技術長 

技術グループリーダー 

 

    運営委員会 

 

コース・附属施設選出教員 

センター長 

専任教員 

統括技術長 

副統括技術長 

技術グループリーダー 

 

  工学部主任会議 

 

  工学部教育委員会 

 

  学域運営委員会 
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1.3 センター組織 
 

 センター長は工学部教授が兼任し、副センター長に本センター専任教員、および統括技術長以

下技術職員、非常勤職員で組織され、その他必要に応じて副統括技術長をおく体制で、令和6年11

月現在センター長以下29名の教職員で業務を行っています。 

 

 

                       

業務支援部門 

 

                                    技術専門職員 

                                      矢嵜 俊成 

                                    技術補佐員 

                                      堀内 宏（参事） 

                                      大瀧 勝保 

                                      山口 正仁 

                                      丹沢 基生 

 

 

生命環境グループ 

 

                                                   技術専門員 

                                       杉山 啓介 

（ワイン研） 

技術職員 

山本 哲楠 

（附属農場） 

                                                        小林 勇太 

（附属農場） 

武石 浩司 

                                                         石原 麻由 

 

 

 

 

（※1印：令和6年12月1日より研究機器統轄センター所属） 

（※2印：令和6年12月1日より生命環境グループ） 

 

図 2 センター構成員 

 

 

 

センター長   野田 善之 

副センター長（専任教員） 

        大原 伸介 

統括技術長   碓井 昭博 

副統括技術長  杉山 啓介 

製造システムグループ 

 

技術専門員 

碓井 昭博 

技術専門職員 

    平井 暢 

小宮山 智仁 

技術職員 

       井上 正寛 

        藤田 宗弘 

笠原 孝之 

   近藤 勝仁 

   西野 大河 

電子・情報グループ 

 

技術専門職員 

       小野 哲男 

技術職員  

永田 純一 

    望月 知明 

    矢野 侑太郎 

      

計測・分析グループ 

 

技術専門職員 

 勝又 まさ代※1 

山本 千綾 ※1 

技術職員  

篠塚 郷貴 ※1 

  山本 雄司 ※2 

    河村 隆之介※1 
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1.4 各技術室の主な業務  

◆製造システムグループ 

● 教育支援(実習・実験) 

工学部の各コース(機械･メカトロニクス･電気電子･応用化学等)の依頼を受け、実習や実験を

行っている。また、コースを横断して行っている授業(PBL)の支援も行っている。  

 

● 研究支援  

本学内の組織（工学部･医学部･教育学部･生命環境学部･各附属施設･事務局など）から依頼を

受け、特定の期間(短期･長期･任意の期間)研究支援を行っている。 

支援内容･期間は、打合せの中で調整し、可能な限り要望に対応している。 

 

● 受託加工  

本学内の組織（工学部･医学部･教育学部･生命環境学部･各附属施設･事務局など）から依頼を

受け、部品から装置までの製作、改修等を行っている。主な利用者は教職員･学生･研究員等で

ある。 

 

● 自主加工の技術相談・製作補助 

主に学生や教員が各種研究で必要とする加工技術を、センター技術職員がサポートしている。

製作にあたり、相談から機械操作等のサポートを行っている。 

 

● 保守管理 

製造システム技術グループ内の各設備は、管理者を設定しており、担当技術職員が随時動作

確認等安全の確保をすると共に、利用者が充実した作業が行えるように配慮している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ものづくり教育実践センター本館 

旋盤室 フライス室 
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● 各種講習会の開催 

学内向けには、ライセンス制度を必要とする工作機械・設備の講習会を行っている。また、

その他自由に利用できる機械、設備についても希望に応じて講習等を随時行っている。学外向

けには、高校教員や企業向け、地域向けのものづくり研修等を行っている。 

 

● プロジェクトの実施 

外部資金獲得することを目的に、技術職員主体によるプロジェクトを実施。プロジェクトか

ら講習や実習を展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 医学部サテライト室管理・運営 

医学部サテライト室は、甲府キャンパス同様受託加工の相談や依頼を医学部の先生･職員･学

生から承っている。また、サポートを受けながら簡単な加工はその場で行うこともできるよう

になっている。 

 

● ものづくり工房管理・運営 

ものづくり工房は、PBL ものづくり実践ゼミの活動拠点でもあり、多目的スペース･作業スペ

ース･工作スペース及び工作機械･計測機器等に関わる管理･技術的なサポートを行っている。 

 

◆医学部サテライト工作室 PBL ものづくり実践ゼミ 

機械検査作業講習の様子 アウトドアプロジェクトの様子 
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◆電子・情報グループ 

 

● 工学部の教育支援 
 電気電子工学コース、応用化学コースの教育支援 

 学生実験、実習、入門ゼミ、演習の指導と準備 

 学部生、大学院生の教育と研究の支援 

 実験、実習部品や装置の保守 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 受託作製業務 

 プリント基板加工 

 電子回路作製 

 実験装置作製 

 プログラム開発（C、Python、Java、VB、組み込みソフトウェア） 

 ホームページ作成 
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● 電子工作室の運営 

 工学部学生に対する回路作製及び測定などの教育及び技術支援 

 入門ゼミ等の実施 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 講習会の実施 

 マイコン入門講習会 

 基板加工機講習会 

 出張授業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● その他 

 甲府事業所衛生管理業務 

 ものづくり教育実践センターホームページ、入退室システム運用業務 
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◆生命環境グループ 

● 生命環境学部支援 

・教育、研究支援 

学生実験補助 

附属農場における実習の準備および支援 

・附属農場の運営、管理 

 農業機械の整備 

 研究および実習用作物の栽培管理、温室、植物工場などの施設管理 

・ワイン科学研究センターで用いる醸造用ブドウの栽培管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ワイン科学研究センター支援 

・教育、研究支援 

 ワイン試験醸造、ブランデー蒸留 

醸造ワインやブランデーの管理 

 ワイン分析 

 酒類の移動、製造にかかわる届出などの管理 

 ブドウ畑の保守、管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワインセラー 

附属農場 生物資源実習 

ワイン醸造実習 
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1.5 教職員の保有資格一覧 

 

 

 

                                      ※50 音順 

                                  ※令和６年 12 月現在 

  

16ミリ映写機操作技術認定
1級機械加工技能士 普通旋盤・フライス盤・数値制御旋盤・数値制御フライス
1級機械検査技能士
2級機械加工技能士 普通旋盤・フライス盤
2級電子機器組立て技能士
JGAP指導員
J.S.Aソムリエ
アーク溶接作業者
エックス線作業主任者
エンベデッドシステムスペシャリスト
応用情報技術者
大型特殊自動車免許
ガス溶接作業者
ガス溶接作業主任者
刈払機取扱安全衛生教育 修了
環境計量士 濃度関係
危険物取扱者 甲種・乙種1-6類
基本情報技術者
けん引免許(農耕車に限る)
高圧ガス製造保安責任者 乙種化学
高圧ガス販売主任者 第二種販売
高等学校教諭一種免許 工業
高等学校教諭専修免許 工業
小型移動式クレーン運転技能講習 修了
小型車両系建設機械運転特別教育 修了
酸素欠乏･硫化水素危険作業主任者
職業訓練指導員 機械科
公害防止管理者 水質関係第一種
第一級陸上特殊無線技士
第一種衛生管理者
第三級海上特殊無線技士
第三種電気主任技術者
第二種作業環境測定士
第二種電気工事士
玉掛作業者
中型自動車免許
特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者
毒物劇物取扱責任者
特級機械加工技能士
日商簿記検定試験 2級・3級
有機溶剤作業主任者
わな猟免許
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「ものづくり」から SDGs ～Knock type Pen～ 

 

製造システムグループ 

技術専門員 碓井 昭博 

E-mail:usuia@yamanashi.ac.jp 

 

1.はじめに 

 山梨大学工学部附属ものづくり教育実践センターでは、県内企業や高校教員、小・中・高生徒

向けに様々な研修や講習を実施している。現在実施している研修や講習とは別に、新たに地域に

向けたものづくりの研修や講習ができないか検討した。検討するにあたり、対象や講習内容、時

間、実施時期など問題点が山積したため、令和 6 年度より本格的に実施できるよう本年度は試行

的に実施することになった。  

試行ではあるが、新たに「SDGs 講習」と「ものづくり体験講習」というものを企画し実施し

た。本投稿は、そのうちの「SDGs 講習」を一般の方と学内の方に実施した内容を紹介する。 

 

2.講習概要 

 SDGs のスローガンである「誰ひとり取り残さない」社会実現のため、

山梨大学は教育および研究活動において SDGs 達成を目標とした取り組み

を推進している(図 1)。このような中、当センターにおいても SDGs の目

標達成に貢献できる取り組みとして「ものづくり」をテーマに何かでき

ないかを考えた。そこで「ものづくり」をきっかけに私たちの意識を少

し変え、SDGs の様々な目標達成に貢献することを目的とした課題や内

容を考え講習を実施した。 

今回テーマにしたのは「Knock type Pen」という普通のノック式のボールペンである。文具・

事務用品であるペンは、子供から大人まで、あらゆる世代の日常生活に密接に関わっている。環

境に配慮した文具や事務用品を自ら「ものづくり」することで、身近な環境教育の題材や SDGs

を知るきっかけとして貢献できるのではないかと考えた。 

安価なプラスチックペンは簡単に買い替えが可能なことから、新品への買い替えが多く行われ

ている。安価な使い捨てペンを持続可能なペン(自ら製作した愛着あるペン)へとトランスフォー

ムすることで、新品への買い替えを減らし、プラスチックごみ削減に貢献する。 

また、新品への買い替えから、リフィル(詰め替え用品)を使用し、中身だけの買い替えに意識

や行動を変えるきっかけにすることで、SDGs への意識を高めることができるのはないかと考え

実施した。 

 

3.講習課題 

3.1 Knock type Pen 

 今回製作する講習課題の一例を図 2 にしめす。本体、先端、エン

ドキャップを真鍮の無垢棒から旋盤を使用し削りだし、持ち手のホ

ルダー部を古材の再生材を利用し削りだした。機構の要になるノッ

ク部分は、ノックの機構をつくるのが難しいため、既存のペンから抽出

図 1 山梨大学 SDGs ロゴ 

図 2 講習課題 
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し転用することにした。機械を触ったことのない一般の方を対象に講習を実施するため、工程や

時間配分を何度も検証し課題を決定した。 

3.2 一般の方へ実施 

【実施日】2023 年 9 月 2 日(土)・9：00～16：00 

【参加人数】6 名 

【使用機械名(型番)】汎用旋盤 6 台(WASHINO) 

一般の方を対象にした講習は、はじめての試みで参加者の

スキルや経験等が当日までわからないため、実際に汎用の工

作機械を一人１台で実施できるかは不安があった。 

今回の参加者６名が安全かつ講習の目的を果たせるよう、

機械の使い方や工程をわかりやすく丁寧に説明することを意

識した。参加者は、見たことも触ったこともない機械に最初はなかなか思うように作業ができて

いなかったが、徐々に動きを理解し加工を楽しんでいる様子がうかがえた(図 3)。 

今回の講習の様子を山梨日日新聞社(地元の新聞社)の方が取材にきていただき「世界に一本だ

けのペン」として記事にしていただき当センターの取り組みも発信することができた。 

3.3 学内の方へ実施 

【実施日】2023 年 9 月 21 日(木)・9：00～15：30 

【参加人数】3 名 

【使用機械名(型番)】汎用旋盤 3 台(WASHINO) 

学内の教職員・学生に講習の案内を作成し参加者を募っ

た。 

残念ながら学生の参加はありませんでしたが、職員 3 名の

参加があり実施した。一般の方と同様、安全かつ講習の目的

を果たせるよう、機械の使い方や工程等をわかりやすく丁寧に

説明した。 

学内の参加者ではありますが、普段の仕事とは全く違うため、機械操作に戸惑いや難しさを感

じていた(図 4)。参加者の中には、附属の先生をしていた方もいて、子供たちに「ものづくり」

の楽しさややり方を教えたくて講習に参加したと話してくれた。この講習が、SDGs の意識を少

しでも高めるきっかけになり、それがまた多くの人につながっていけるよう、今後もこのような

講習を随時開催できればと思う。 

 

4.おわりに 

 この講習を通し、「持続可能な社会」の実現に向けできることはわずかで限られている。しか

し、「ものづくり」の製作過程においても、古材等の再生材を一部利用したり、材料をムダにし

なかったりすることで、環境や SDGs を意識し高めるきっかけになったのではないかと考える。 

今年度は、試行ということで探り探り実施したが、実施にともない来年度の参考にするためア

ンケートを作成し、応えていただいた内容からは、好評な感触を得ることができた。 

来年度の本格的な実施を見据え、SDGs 講習の新たなテーマを考えたり、今回実施した内容を

よりブラッシュアップしたりすることでより多くの方に SDGs を知るきっかけとして今後も実施

していきたい。 

図 3 一般の方の講習の様子 

図 4 学内講習の様子 
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「ものづくり」から SDGs ～ Original Tumbler ～ 

 

製造システムグループ 

技術職員 西野 大河 

E-mail: tnishino@yamanashi.ac.jp 

1．はじめに 

 工学部附属ものづくり教育実践センターでは定期的に「ものづくり研修」を実施している。私

が所属している製造システムグループではものづくり研修の一環として、「SDGs 講習」を実施す

ることとなり、私はオリジナルタンブラーを作成する「SDGs 講習 ～Original Tumbler ～」を担

当した。以下に実施した本講習について報告する。 

 

2．SDGs 講習について 

タンブラーはペットボトル等のプラスチックゴミを減らすことができる身近な例である。自宅

や職場のみではなく、散歩等の運動時にも使用する人が増えてきているが、気に入った色や形状

の物を購入するのが一般的である。本講習ではその気に入った色や形状のタンブラーにロゴ入れ

や名入れ加工をし、長く大切に使用できる世界に 1 つだけのオリジナルタンブラーの製作を行

う。 

既に環境に配慮されたタンブラーにオリジナル性を付加することで、身近な環境教育の題材や

SDGs を知るきっかけになると思い、このテーマに決定した。 

本講習は山梨大学の教職員及び学生を対象に募集し、教員 1 名・職員 1 名・学生 3 名の参加希

望者がいたが、講習当日実際にご参加いただけたのは学生 2 名のみとなった。 

 

3．講習内容 

 講習内容は、レーザー彫刻機で好きなデザインのカッティングシール（以下、シールとする）

を作成し、タンブラーに貼り付け、サンドブラスターでシール部に加工を行うといったものであ

る。どんなデザインでも加工できるわけではないので、事前にデザインデータについて説明し、

当日までに決めてもらった。 

3.1 レーザー彫刻機 

レーザー彫刻機で加工するためのベクトル

データを作成するために、CorelDRAW という

グラフィックソフトを用いた。ソフト上に自

分たちのデザイン画像を貼り付け、なぞり書

きをすることで元のデザインとの差異を少な

くすることができた。簡単なデザインを持っ

てきた学生もおり、時間も余っていたのでそ

の学生には希望があれば 2つ目のデザインの

データも作れると説明をし、もう 1つのデザ

インをその場で決めてもらった。図 1にレー

ザー加工を終えたシールを示す。2名ともグラ 図１ 加工したカッティングシール 
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フィックソフトに普段から触れているわけではない

が、トラブルなくベクトルデータを作成することが

できた。 

3.2 サンドブラスター 

レーザー加工を終えたシールをタンブラーの任意

の位置に貼り付けるところから作業を始めた。その

際に気泡があまり入らないようにしたり、シールが

傾いたりしないように注意をしながら行った。シー

ルは全て一体になっているわけではなく、デザイン

によっては独立している部分が存在する。1パーツご

と台紙から剥がしてタンブラーに貼るとずれが生じ

る可能性が非常に高いため、今回はシールを台紙から 

剥がす際に養生テープを使用し、パーツごとの位置 

がずれないように全パーツを 1度に台紙から剥がし

タンブラーに貼り付けた。その後ケガキ針とピンセ

ットを使用し、ブラスト加工を行いたい場所のシー

ルを取り除いた。その状態を図 2に示す。この作業

後にデザイン部以外のボディや飲み口部を養生テー

プで覆い、デザイン部以外に傷が入らないようにし

た。その後サンドブラスターを使用し、シール部の

素地が見えている部分に加工を行った。学生 2名は

それぞれ、ピンク色の塗膜が施されたステンレスタ

ンブラーと塗装がされていないステンレスタンブラ

ーを持参した。サンドブラスターで加工を行うこと

で、ピンク色の塗膜は剥がれて銀色の素地が見える

ようになり、塗装がされていないタンブラーは元の銀

色より少し白めの色が浮き出た。サンドブラスターの

加工を終え、シール及び養生テープを剥がしたタンブラーを図 3に示す。サンドブラスターでの

加工を必要以上に長時間行ってしまうと、シールが浮いてデザインの縁がぼやけたり、線同士が

繋がってしまったりすることがあるが、今回は 2名ともそういったことが起こらず、無事に加工

を終えることができた。 

4．まとめ 

ものづくり教育実践センターで初の試みとなる「SDGs 講習～ Original Tumbler ～」を開催し、

特にトラブルも無く終えることができた。参加いただいた 2 名の学生は、出来上がったオリジナ

ルタンブラーを見て喜んでくれていたことから、テーマとしては成功したと考えられる。ただ、

参加者を募集してから開催するまでに半年開いてしまったためか、開催日間際で欠席者が相次い

でしまった。募集が始まってから 2 週間程度で当初の受入れ可能人数 4 名を超えた 5 名から応募

があり、その段階で募集を打ち切ってしまったので、実際にはもっと多くの教職員及び学生の参

加が見込めていたと考えられる。次回開催する場合は開催日の 1～2 か月前を目安に募集をかけ

ることで欠席者を減らすことができると考えられる。 

図 2 ブラスト加工前のタンブラー 

図 3 ブラスト加工後のタンブラー 
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学内向けものづくり研修実施報告（鋳造） 

 

製造システムグループ 

技術職員 井上 正寛 

 E-mail: minoue@yamanashi.ac.jp 

 

1.はじめに 

 工学部附属ものづくり教育実践センター・製造システムグループは様々な機械・設備を保有し

ており、学生や教職員に多く利用されている。今回は学内教職員、学生を対象としたものづくり

研修を鋳造にて実施したので以下に報告する。 

 

2.鋳造研修概要  

 鋳造とは、溶けた金属を型に流し込んで製品を作る加工法のことである。昔から仏像や鐘とい

った工芸品、鍋や農工具等の日用品を製作するために使われた方法である。現在でも日用品から

工作機械部品、自動車部品、船舶用部品等多くの鋳造製品が使われている。 

 本研修では、ポリスチレン製の模型を用いたフルモールド鋳造法にて、亜鉛製の表札を製作す

る。 

【研修日時・場所】 

 令和 5 年 9 月 25 日、9：00～15：00 

 ものづくりセンター、鋳造場 

 

【対象者】 

 本学職員 2 名、学生１名 

【研修の流れ】 

・発泡ポリスチレンにて表札の模型製作 

・模型を利用しての鋳型の製作 

・鋳型へ亜鉛の鋳込み 

・型ばらし、湯口の処理 

・仕上げ作業 

 

3.研修内容 

3.1 表札の模型製作 

 発泡ポリスチレンで表札の模型をレーザー彫刻機で製

作する。レーザー彫刻機を図 1に示す。表札の模型品を

図 2に示す。 

3.2 鋳型の製作 

 完成した模型を利用して鋳型製作をしていく。鋳型を

図 3に鋳型製作の様子を図４に示す。 

図１ レーザー彫刻機 

図 2 表札の模型品 

図 1 レーザー彫刻機 
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3.3 亜鉛の鋳込み作業 

完成した鋳型に溶解した亜鉛を流し込む作業。模型が焼失し亜鉛に転写する。融点が 420℃と高

温の為、防護手袋を着用し安全を確保して作業を行った。鋳込み作業の様子を図 5に示す。 

3.4 型ばらし、仕上げ作業 

流し込んだ亜鉛が冷えて固まったら、鋳型をばらして表札を取り出す。鉄鋼やすり等で不用な

箇所を取り除き、ワイヤーブラシで表面を磨き仕上げを施した。表札完成品を図 6に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.まとめ 

 今回のものづくり研修を通し、鋳造技術を学びながらものづくりの面白さを経験してもらえた

と感じる。鋳造設備を併設する大学は少なく、大変貴重な経験をしたという意見をもらった。ま

た、自由にデザインし試行錯誤しながら表札を完成させる工程は好評を得られた。 

 今後の課題として、アルミ鋳造に取り組んでいきたい。日常生活品やアウトドア用品のような

実用できる鋳造品を提案していき、受講者が興味を持てる内容に改善していきたい。 

 

 

 

 

 

 

図 3 鋳型 

図 5 亜鉛の鋳込み作業 

図 4 鋳型製作の様子 

図 6 表札完成品 
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ものづくり教育実践センター出張授業について 

(事業計画及び実施報告） 

 

業務支援部門 

参事 堀内 宏 

E-mail: hhoriuchi@yamanashi.ac.jp 

 元センター技術職員 水越 泉 

副センター長 大原 伸介 

E-mail: sohhara@yamanashi.ac.jp 

1.はじめに 

 山梨大学工学部附属ものづくり教育実践センター（以下、センターと称す）では、理工系人

材・ものづくり人材の育成と、本学工学部及びセンターの周知・宣伝を目的としてセンター主催

にて山梨県内中高生向けものづくり出張授業およびものづくり研修会を企画・実施してきた。平

成 29 年度より当センター電子情報技術室主体にて山梨大学教育学部附属中学校への出張授業も

継続実施している。今回の報告は、平成 27 年度から行っている高校出張授業「LEGO キットを

利用したロボット教室」および令和 4 年より新たに行っている高校出張授業「LED ネームプレ

ート作製講習」について報告する。 

 

2.「LEGO キットを利用したロボット教室」について 

 目的及び内容は、図１の教育用レゴマインドストーム NXT を用いてゴルフロボットを作製

し、機械を構成する様々な機構やセンサーの動きを学ぶ。 

またパソコンを用いたプログラミングによりロボットを制御する体験を通して工学の機械ロボ

ット分野に興味を促すことにより、将来のエンジニアの育成を図ることを目的に行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の LEGO キットを利用したロボット教室は、山梨県立吉田高等学校の普通科と理数科の 1

年生で理系志望の生徒 38 名と教諭 2 名に対して、ものづくり出張授業を日本機械学会関東支部

山梨ブロックの後援のもとで実施した。 

図 1 教育用レゴマインドストーム NXT 
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最初に山梨大学全体の紹介、次に工学部の紹介動画を視聴して

もらい、工学部とものづくり教育実践センターについて紹介し

た。出張授業では、前半に各種センサーの解説を行い、実際にロ

ボットを組み立てつつ、プログラムを製作してもらうことでセン

サーの働きやロボットプログラミングと実際の動きについて理解

してもらいゴルフロボットを作製した。後半はライントレースカ

ーを作製し、各種コースの走破ができるかどうかを検討した。コ

ースが変わると動きも変わり失敗したら再度プログラミングを行

いうまくいった時は拍手をして歓喜した。図２の様に生徒らは 4～

5 名の班で話し合いながら組み立てやプログラムを試行錯誤してお

り、目的の動作が実現できた際は、大きな達成感を感じていた。 

また、３D プリンタで作製した図３の山梨県の市町村パズルに

も挑戦し集中力を養う脳活アイテムとして効果的だった。 

 

3.「LED ネームプレート作製講習」について 

 本講習会は、山梨県立都留興譲館高等学校英語理数科の生徒 18 名と教諭 1 名に対して行っ

た。講習内容は、パワーポイント資料を提示しながら LED ネームプレートの概要、仕組み、制

御方法などについて説明を行った。講習で用いた LED ネームプレートは単色 LED を縦に 11 列

横に 44 行に並べた合計 484 個の LED アレイとなっておりこれら 1 つ 1 つの点灯により文字や絵

が表示されることを図４の拡大した写真を見せながら説明した。また 1 つの LED がどのように

点灯するのか簡単なミニ実験も行った。 

また、グループ内でディスカッションを行い、ネームプレートの活用方法も検討した。 

本講習会で使用した LED ネームプレートの制御方法は専用アプリ図５により表示したい文字

や画像を読込み点滅やスクロールといった効果を加えて USB 経由で LED ネームプレートへ書き

込む方法で行った。図６に生徒のアレンジ作品例を示す。 

 

 

4.まとめ 

 LEGO キットを利用したロボット教室および LED ネームプレート作製講習について最後にア

ンケートに回答してもらい、いずれも楽しかったと好評を得た。 

 出張授業を行うにあたり TA の学生・担当教職員には前日からの準備に感謝申し上げます。 

 山梨県立吉田高等学校担当教諭・山梨県立都留興譲館高等学校担当教諭には貴重な時間を提供

していただき出張授業が開催できたことに感謝申し上げます。 

図 2 授業の様子  

図 4 拡大写真  図 5 専用アプリ操作画面  図 6 生徒の作品例  

図 3 市町村パズル  
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簡易紫外線強度計の試作 

 

電子・情報グループ 

技術専門職員 小野 哲男 

E-mail:t-ono@yamanashi.ac.jp 

 

1.はじめに 

 電子・情報グループでは教育支援として工学部の実験・実習を担当しているほか、研究支援業

務や活動拠点である電子工作室において、電子回路基板製作や装置の試作などの業務を行ってい

る。今回は先日試作した簡易紫外線強度計について報告する。 

 

2.試作した紫外線強度計 

 市販の紫外線強度計（紫外線照度計）は、紫外線強度を表示（単位は[mW/cm2]、[μW/cm2]）

出来る機能を有している。紫外線強度だけでなく積算光量を表示（単位は[mJ/cm2]、[μJ/cm2]）

出来る機種や、ロギング、タイマ、ピーク表示等の機能を備えているものも存在する。また紫外

線は波長によって UV-A、UV-B、UV-C の 3 種類に分類されており、3 種類すべて測定出来る紫

外線強度計は少なく、特に UV-C については対応していないことも多い。 

今回は UV-C 測定が可能で、かつ下記の機能を有する簡易紫外線強度計を試作した（図 1）。 

 紫外線強度[mW/cm2]と積算光量[mJ/cm2]の表示 

 積算光量測定時間の表示 

 UV-C および UV-A、UV-B の測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.使用部品と回路構成 

回路構成は図 2 の通りである。測定用センサは SparkFun のスペクトル UV センサモジュール

を使用した。本モジュールには ams OSRAM の紫外線センサ AS7331 が搭載されている。紫外線

強度を測定する際、これまでは測定波長ごとに異なるフォトダイオードとオペアンプによる増幅

回路の組み合わせが必要であったが、AS7331 は単体で UV-A、UV-B、UV-C の紫外線強度を測定

することが出来る。アナログ回路を省略出来る一方、動作設定や測定値の取得などは全て I2C 経

図 1 簡易紫外線強度計 
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由で行うため制御用のマイコンが必要となる。制御用マイコンは SparkFun より AS7331 の

Arduino 用ライブラリが提供されていることから ATmega328P を使用することとした。Arduino に

よるプログラム開発のため、ATmega328P には内蔵 RC オシレータ（3.3v、8MHz）で動作する

bootloader（breadboard-1-6-x.zip）を書き込み使用している。測定値の表示用には I2C 接続で 3.3v

駆動の LCD 液晶モジュール AQM1602Y-RN-GBW を使用した。電源はマイコン、LCD 液晶モジ

ュールともに AS7331 の定格範囲内（2.7v～3.6v）で動作可能な構成にしたことで、I2C のレベル

変換回路や電圧レギュレータ IC を用いる必要がなく単 4 乾電池 2 本のみとしている。その他、

表示画面の切り替えと積算光量測定の開始・停止用にタクトスイッチを 2 個、電源スイッチとし

てスライドスイッチを 1 個使用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.動作について 

図 3 は上から順に UV-A、UV-B、UV-C の測定結果を表示する画面である。積算時間、紫外線

強度[mW/cm2]、積算光量[mJ/cm2]の表示が可能である（LCD に表示出来る桁数の都合上 /cm2 の

表記は省略した）。図 3 の一番下は上記 3 種類の紫外線強度[mW/cm2]を同一画面に表示してい

る。電源スイッチを ON にすると自動的に UV-A、UV-B、UV-C の紫外線強度測定を開始する。

測定周期は 1 秒である。従って紫外線強度表示も 1 秒毎に更新され、積算光量測定中は積算時間

と積算光量についても 1 秒毎に更新される。リセット機能は用意しておらず電源スイッチを OFF

にしない限り積算光量がリセットされることはない。卓上 UV チャンバーで UV-C の積算光量を

実測したところ UV チャンバー内のセンサが 50 mJ/cm2 のとき試作機は 53～54 mJ/cm2 と 6～8％

高い数値を示した。試作機にはセンサ保護用に石英ガラスを付ける予定であり、厚さ 2mm の石

英ガラスを通すと UV-C の積算光量が約 7％減衰することを実測により確認した。 

 

5.まとめ 

 紫外線強度計の試作を通して波長により紫外線が UV-A、UV-B、UV-C と分類されていること

や石英ガラスが UV-C を透過することなど、自分自身初めて得られた知識も多く紫外線について

学ぶ大変よい機会になった。今後も様々な試作を通して技術研鑽や知識習得に努めたい。 

 

 

図 2 回路構成 図 3 液晶表示画面 
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果実盗難防止装置の製作 

 

電子・情報グループ 

技術職員 望月 知明 

E-mail:mochizukit@yamanashi.ac.jp 

 

1.はじめに 

 工学部附属ものづくり教育実践センターは、電子回路や装置の受託製作、測定の支援など業務

を行っている。また教育支援として工学部の実験・実習を担当している。今回、メカトロニクス

工学科の牧野先生より依頼された盗難防止装置の製作について報告する。この盗難防止装置はセ

ンサを利用したものであり、圃場への侵入を音で検出し通報するシステムである。 

 

2.回路の構成 

 図 1 に回路の概要を示す。マイコンには Seeed Studio XIAO nRF52840 を使用した。小型であり

ながら加速度センサ、マイク、BLE 等を搭載する省電力なボードである。RTC モジュールで時

間を取得、GPS で位置情報を取得、検出用にコンデンサマイクと焦電型赤外線センサを用いた。

また、屋外で使用することを考えてバッテリー充電回路を組み込んだ。IC は SPV1040T を使用

した。この IC は太陽電池から最大限の電力を獲得するための技術である MPPT（最大電力点追

従制御）を採用している。 

XIAO には最初から BQ25101 というリチウムイオン電池充電コントローラーが付いている。そ

のため、適当なリチウムポリマー電池などを接続して充電式のデバイス等の開発が出来るが、今

回は充電と放電の切り替えの際に書き込まれているプログラムが正常に動作しない事があったた

め、充電回路に接続されたバッテリー（充電池）から常に XIAO に給電する方法をとった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 盗難防止装置の回路構成 
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3.装置の製作 

 回路の設計には EDA ソフトウェアの EAGLE を（図 2）、基板の製作には基板加工機 Elven 

Lab を使用した（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 使用するソーラーパネルの選定やバッテリー充電回路の動作確認のために実験を行った。LED

点灯のテストプログラムを書き込み、気候にも左右されると思われるが屋外での長期の動作が可

能である事を確認した（図 4）。試作を重ねて最終的に 1 枚の基板にすべての部品を実装しプラ

スチックケースに収納することにした（図 5）。ケースへの追加工は当センターの製造システム

グループが行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.まとめ 

 今回の依頼は仕様の変更が何度かあり、製作する台数も多かったため終えるまでに時間を要し

た。今後もこのような依頼を全うするために技術の研鑽に努めたいと思う。技術職員のスキルの

向上がセンターのさらなる発展に繋がると考える。 

 

謝辞 

 当該業務においては株式会社 YSK e-com の皆様、牧野 浩二教授、丹沢 勉准教授および多

くの方にご協力いただきました。心より感謝申し上げます。 

図 2 EAGLE 操作画面 図 3 基板加工機 

図 4 充電の様子 図 5 試作した基板 
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先進事例調査等実施報告 

 

「第 30 回 機器・分析技術研究会 2024 広島大学」参加報告 

 

計測・分析グループ（現：研究機器統轄センター） 

技術専門職員 勝又 まさ代 

E-mail:masayok@yamanashi.ac.jp 

 

1．はじめに 

 第 30 回機器・分析技術研究会 2024 広島大学（以下、機器・分析技術研究会）は、広島大学 学

術・社会連携室 未来共創科学研究本部 技術センターが主催、広島大学 コアファシリティ推

進室の協賛により、「国立大学法人、独立行政法人国立高等専門学校機構及び文部科学省所轄の大

学共同利用機関法人が開催する機器・分析技術研究会の発展と円滑な運営を図り、技術職員相互

の交流と協力による技術の伝承をもふまえ、わが国の学術振興における技術支援に寄与すること」

を目的として、2024 年 9 月 5 日から 6 日に、広島大学 東広島キャンパス（広島県東広島市）に

おいて開催された。筆者は当該機器・分析技術研究会に参加し、全国の機器分析及びその他分析

に携わる技術職員と、発表並びに討論を通じて意見交換及び情報収集を行ってきたので報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．開催内容 

 本年度は、一日目に「はやぶさ 2 が持ち帰った小惑星リュウグウ試料中の有機化合物」の題目

で広島大学大学院先進理工系科学研究科 薮田ひかる教授による特別講演が行われた。その後、

発表者 54 名によるポスター発表が行われ、続けて、広島大学コアファシリティ推進室企画とし

て「広島大学コアファシリティ推進室企画～新しい技術職員のネットワーク紹介～」について広

島大学コアファシリティ推進室長 楯真一教授が開会挨拶を行い、広島大学コアファシリティ推

進室 山口信雄様による「中国地方ファシリティネットワークの紹介」、及び東京工業大学 TC

カレッジ長 江端新吾教授による「オールジャパンによる新たな技術職員ネットワークの構築を

目指して：高度技術人財養成システム「TC カレッジ」同窓生ネットワークの将来像」などの講

図 2 広島大学東広島キャンパス 

東講義棟 K 

図 1 広島大学東広島キャンパス 
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演が行われた。また二日目は、「特別企画 10 年振り返り」や発表者 12 名による口頭発表などが

行われた。 

 

3.発表報告 

 筆者はものづくり教育実践センターから派遣され、機

器分析センターに設置されている装置群の技術相談員と

して技術支援を行っている。今年度は、担当している大

型分析装置の一つである電子スピン共鳴装置（Electron 

Spin Resonance, ESR）について、「電子スピン共鳴装置

の学内移設」1)という題目でポスター発表を行った。概

要は以下の通りである。 

山梨大学機器分析センターは、2019 年に ESR（JES-

FA200）を設置し、同年 11 月から、全国の国立大学法

人と自然科学研究機構分子科学研究所が連携する事業で

ある、大学連携研究設備ネットワーク（以下、設備 NET）の相互利用が可能な設備として公開

した。2024 年 3 月末の時点で、学内利用は 120 件以上、学外利用は 30 件以上の実績がある。発

表ではユーザーの幅広い用途に対し拡張性を高めることを目的として、設備 NET における研究

設備共用加速事業を利用し、学内の別施設に設置されていた ESR（JES-FA300）を機器分析セン

ターへ移設（所管換え）したことを報告した。その中で、移設の経緯、床耐荷重の制約から計画

変更の必要があった点や移設に際し工夫した点、及び ESR 測定におけるオプションの整備など

についても触れ、参加者と技術討論及び情報交流を行った。 

 

4.まとめ 

機器分析に携わる技術職員は担当する分析装置群に対して職員数が少なく、それぞれの専門が

多様であることから一人職場になりがちであり、個人の研鑽により技術習得を行っていることが

多い。そのような環境の中で、機器・分析技術研究会は同じ機器を管理する技術職員同士が、対

面による技術研鑽を実現する数少ない機会のひとつであるため、今後も積極的に参加し、技術力

向上に努めたい。また全国の技術職員間で、オンラインツールなどを利用した人財育成会が立ち

上がり、各分野の勉強会が行われるようになり、筆者を含め本学機器分析センターで技術支援に

従事する職員も参加している。今後もこれらの活動を地道に継続し、本学に貢献する技術支援に

活かしていきたい。 

 

謝辞 

 本出張は、「令和６年度前期 先進事例調査等研修」の経費により実施しました。ここに記し

て謝意を表します。 

 

参考文献 

1) 勝又まさ代、他：電子スピン共鳴装置の学内移設，第 30 回 機器・分析技術研究会 2024 

広島大学，発表要旨. 

 

図 3 ポスター発表の様子 
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計測分析技術における機器分析センター支援業務 

～TEM/STEM 関連機器の維持管理業務について～ 

計測・分析グループ（現：研究機器統轄センター） 

技術専門職員 山本 千綾 

E-mail:chiayay@yamanashi.ac.jp 

1.はじめに 

 山梨大学工学部附属ものづくり教育実践センター計測・分析技術グループは 6 名で構成されて

おり、そのうち 4 名が学内共同施設である機器分析センターに派遣され支援業務を行っている。

主な支援業務は、学内外のユーザー（教職員・学生・企業・山梨県内包括協定利用者等）に対

し、機器の操作講習会開催や安全教育、技術相談、マニュアル整備、依頼試験（学内もしくは共

同研究者限定）、そして機器の保守管理やトラブル対応等である。私は透過型電子顕微鏡

（TEM）、走査透過電子顕微鏡（STEM）関連機器を中心に担当している。TEM/STEM 関連機器

は初期整備費用が高額であり、学内所管の装置は導入 10 年～20 年経過しても、なかなか更新で

きない状況である。最近は、あちらこちらで故障が多く発生しており、修理やメンテナンス業務

が多くなってきている。そこで今回は、これらの導入経過年数が長い TEM/STEM 関連機器の維

持管理業務に注目し報告をする。 

2.機器の概要 

 機器分析センターの所管する TEM/STEM 関連装置を表 1 に示す。 

表 1：機器分析センター所管の TEM/STEM 関連主要装置一覧（2024 年時点） 

装置の一般名 英語略称 モデル名 メーカー 導入年 

電界放射型 

走査透過電子顕微鏡 FE-S/TEM Tecnai Osiris FEI 製 

2011 年 

（経過 13

年） 

走査透過電子顕微鏡 STEM HD-2300c 日立製 

2004 年 

（経過 20

年） 

（透過型電子顕微鏡） 

※2024 年 3 月に廃棄した 
TEM JEM-2000FXⅡ 日本電子製 

1993 年 

（経過 31

年） 

集束イオンビーム 

加工装置 
FIB FB-2100 日本電子製 

2004 年 

（経過 20

年） 

 

透過型電子顕微鏡（Transmission Electron Microscope：TEM）は、数十～数千 kV で加速した電子

線を薄膜試料に照射し透過した電子線（透過波・回折波）を電子レンズで結像して試料の内部構

造を評価する装置である 1）。走査透過電子顕微鏡（Scanning Transmission Electron Microscope：STEM）

は、TEM にスキャンコイルを追加し、電子プローブで薄膜試料をスキャンし、透過した電子線を

検出して結像する装置である 1）。その他、集束イオンビーム加工装置（Focused Ion Beam；FIB）

は、数～数十 kV の電圧で加速した Ga+イオンを試料表面に当てて、試料の原子を表面からはじき

出す（スパッタリング）ことにより、TEM/STEM 用薄膜試料を作製する装置である 2）。 
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3.保守管理業務 

 担当する TEM 関連機器は、高真空装置を保つために 24 時間連続運転している。装置を正常運

転させるために、日々の装置状態確認はもちろんのこと、ユーザーの過失によって装置を破損さ

せることがないように、注意喚起や工夫を行っている。また、データはすべて PC を介して計

測・保存されるため、正常なソフトウエアの環境を維持するための業務も行っている。

TEM/STEM 関連機器の日常的な管理内容は次の通りである。 

① 高真空を保つ 

規定数値の確認や日頃からのイオンポンプのベーキング、真空ポンプのオイル残量確認及び交

換、挿入するホルダーのクリーニング等を行う。装置に試料を挿入する際、慣れていないユー

ザーが操作する場合は、必ず立ち会う。真空を悪くする試料の挿入の制限をし、もしくは事前

対策をする。観察や分析時の試料汚染を減少させる装置※1 内の液体窒素の管理を行う（図

1）。※1 試料汚染防止装置（コールドトラップ）。エネルギ

ー分散型 X 線分析；EDX 素子冷却も兼ねる。 

② 高電圧保持をする 

絶縁ガスの残量確認、室温の管理、チラーの管理（室外機の

清掃や水交換）等を行う。フィラメント交換をする（図

2）。 

③ ソフトウエアの環境を守る 

ウイルスを持ち込ませない対策として、データ抽出は CD-R

や DVD-R に限定している。しかし、大容量データを扱う装

置には本体制御 PC とは別にデータ取出し用 PC を設置し、

ウイルチェックを行った USB にてデータを抽出する等対応

している。このデータ取出し用 PC は常に最新 OS にアップ

デートしている。装置に直結の制御用 PC は Windows 対応機

が主流となっている。一定年数を経過すると OS の更新や

Windows アップグレード不能となり、スタンドアローンにな

ってしまう PC が多い。そのため、定期的に HD のクローン

を作成し故障等の緊急対策を講じている。 

④ 停電対策 

停電対策のため、本体 PC には無停電電源装置（UPS）を設置

してあるが、雷発生時は分析操作を中止するよう心掛けてい

る。取り扱う装置が高真空装置であり、停電による装置停止

となった場合は、できるだけ早く復旧させる必要があるため、

停電に気が付いた教職員が組織共有アドレスを通じて技術相

談員全員に連絡を流すようになっている。帰宅後もしくは休

日に停電が発生した場合は、休日対応可能な教員が立ち上げ

作業を行うが、対応できなかった場合は、担当技術職員が出

勤時一番に復旧作業を行う。 

⑤ その他（基本的な管理業務） 

マニュアル作成、講習会開催、軸調整、分析の条件出し、トラブル対応等を行う。 

図2 保守管理業務一例(TEMフ

ィラメント交換作業の様子) 

図 1 保守管理業務の一例

（FE-S/TEM の液体窒素タン

ク内をヒートガンで蒸発さ

せる作業） 
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⑥ メーカーによるメンテナンスの費用確保をする 

部品の故障、劣化等が生じたときは、メーカーのコールセンターに連絡し、できる限り自力で

対応するが、必要に応じメーカーに依頼して行う。経過年数が長くなる機器になると、製造終

了および保証対象外になることが多く、故障時の部品交換ができなくなる。また、特に経過年

数 20 年を超えた機器の場合は、メーカーメンテナンス費用が割増になる。メンテナンス費の

確保として、外部資金の申請をしている。過去の例として、「大学連携研究設備 NW 研究設備

共用加速事業」にて、FIB の Ga+液体金属イオン源（Liquid Metal Ion Source: LMIS）交換や、

FE-S/TEM の電子銃交換費用の申請が採択された（専任教官と共同で申請準備を進めた）。 

4.特殊な保守実例 ～FE-S/TEM のベーキングシステム構築～ 

 電子顕微鏡は複数の真空要素を組み合わせた真空システ

ムある。電子線を安定して照射するとともに、観察中の試

料汚染を防止するために高真空が必要となる。試料の出し

入れ等で真空度が悪化しないように、操作方法に注意を図

り、ホルダーŌ リング周りの埃汚染確認も必ず行ってい

る。しかし長期使用し続けていると、外部から持ち込まれ

たガスが鏡筒内に吸着され、徐々に到達真空度が低下して

しまう。そのため、定期的に鏡筒を加熱しながら排気する

ベーキング（鏡筒焼きだし）を行う必要がある 1）。山梨大

機器分析センター所管の FE-S/TEM（Tecnai Osiris、図 3）

には、簡易的に行うベーキングシステムが設置されておら

ず、購入して 2 年で到達真空度が一桁下がってしまった。

メーカーに問い合わせると、イオンポンプ（Ion Pump：

IP）は数年に 1 度交換を推奨とのことだが、数百万の交換

費用を確保するのは難しかった。IP は過去の電子顕微鏡

メンテナンスの経験上、ベーキングを行えば復活するこ

とがわかっていたので技術相談員の山中先生（クリスタ

ル科学研究センター）と共に、ベーキングシステムを構築することにした。 

この FE-S/TEM には 3 つの IP が設置されており、試料交換室近くに設置されている IP を IP1

と呼んでいる。本来であれば、鏡体全体を加熱したいところであったが、構造上難しかったの

で、IP1 の周りを加熱する方法を採用した。使用したヒーターは、柔軟性のあるシートタイプの

シリコンラバーヒーターで、100V と 200V の 2 種類を使用した。また、熱に弱いチューブや配

管が IP1 の周りに配置されていたため、ガラスウールや耐熱紐のバイレンバンドで固定し、基板

にも熱が伝わらないようにした。また、ガラスウールからの埃発生防止策として、アルミホイル

を巻き付けた(図 4)。さらに、ベーキングによる温度上昇で周辺部分の制御基板が故障しないよ

うにするために、ヒーター近くの基板に向かって扇風機やサーキュレーターの冷風を当て、室温

を 22℃に設定した。ベーキング中は、IP1 は停止させておき、電子銃へのガス流入を防ぐバルブ

を閉じて行った。ヒーターへの電圧調整はスライダックを使用し、初期値 50V から昇圧調査し

た。 

調査の結果、100V ヒーターを 100V、200V ヒーターを 200V の並行使用で背面到達温度

223℃、上面最高温度 196℃（熱電対で温度計測）で、装置停止することなく排気可能であるこ

IP1 

図 3  FE-S/TEM 全体像 
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とがわかった。安全運転できる温度が確認できたことから、1 週間継続してベーキングを実施

し、鏡筒内の到達真空度を一桁回復させることができた。ヒーター加熱終了時の空冷操作とし

て、ヒーター電源 OFF 後継続 2 時間は扇風機空冷を続けるようコンセントタイマーを設置した

(図 5)。また連続運転の安全対策として、停電等に電源が復電したとき、電子顕微鏡本体が復電

せず、ガス排気されないで、ベーキングシステムのみ自動復旧しないように、ベーキングシステ

ムの自動復帰回避装置を設置した（電子情報技術室に設計・製作依頼）(図 6)3）。 

ベーキングシステムを構築してから、ユーザー予約がない期間や週末に定期的にベーキングを

行っているため、導入から 13 年経過した現在でも IP の交換をしなくても良い真空を保ててい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.課題 

上記のような工夫を重ねた結果、TEM 関連装置は本来ならば数百万から数千万円の出費がか

かるところ、大幅にメンテナンス費用を抑制することに成功してきた。しかし、近年は、基板や

直流電源装置の故障が多発しており、高額なメンテナンス費が発生している。度重なる故障のた

め、金銭的な問題のみならず、研究者や大学院生・学生の研究支援にも支障をきたしている。早

い段階の装置更新が望まれる。 

6.まとめ 

 今回、導入経過年数が長い TEM/STEM 関連機器の維持管理業務について報告をした。機器分

析管理をするにあたり、分析技術だけでなく機器を安定的に運用するための総合力が必要である

と感じている。近年、機器更新の仕様策定委員に技術職員も招集され始め、一層の知識と技術が

求められている。今後も研究者や学生の今を支えながら、将来の研究基盤形成に貢献していくの

だという自負を持って、誠実に役割を果たしていきたい。 

参考文献  

1）長迫実著：「分析科学実技シリーズ機器分析編 14，電子顕微鏡」共立出版 2023 

2) 奥健夫著：「これならわかる電子顕微鏡マテリアルサイエンスへの応用」化学同人 2004 

3) 水越泉著：「電子・情報技術室における活動報告」令和 3 年、4 年ものづくり教育実践センタ

ー活動報告書 第 9 号 

 

IP1 
図 4 IP1 の周りにアルミ

ホイルを巻いた(鏡体右) 

図 5 コンセントタイマー 図 6 ベーキングシステム

自動復帰回避装置 
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機器分析センターの新しい EPMA の紹介－雨畑硯原石の分析を交えて 

 

計測・分析グループ（現：研究機器統轄センター） 

技術職員 篠塚 郷貴 

E-mail: sshinozuka@yamanashi.ac.jp 

 

1.はじめに 

 機器分析センターでは 2022 年 3 月に、電子プローブマイクロアナ

ライザー(以下、EPMA)を更新した(図 1)。 

ここでは EPMA とは何かといった概要、従来機との違い、本機に

よりどんなことができるかについて測定例を交えて紹介したい。 

 

2.EPMA とは 

 物質に電子線を照射することで、物質表面で起こる相互作用によ

り様々な信号(電子、X 線、光)が発生する。これらの信号は物質に関

する何かしらの情報を持っているので、これらを検出することでそ

の物質についての知見が得られる。 

 具体的には電子(二次電子)は物質の形状、X 線(特性 X 線)は元素組

成、光(カソードルミネッセンス)は固体の電子状態に関する情報を持

っている。EPMA は電子顕微鏡として物質を顕微観察し、そこで発生する X 線から物質を構成す

る元素を分析することを目的とする装置である。機器分析センターの EPMA はカソードルミネッ

センスの測定も行える。 

 

3.従来機との違い 

 2000 年ごろから約 20 年にわたり使用してきた従来機と比べると、操作 PC の OS が UNIX から

Windows に変わり、PC 上での操作が格段にやりやすくなった。測定ソフトウェアの操作感もだい

ぶ洗練され、使いやすくなったと感じられる。EPMA は測定条件の設定が多岐にわたり、それら

を適切に設定する必要がある。このときとくに初心者の場合、ソフトの使い方に気を取られ、よ

り本質的な部分(例えば試料の高さ位置調整など)を見落としてしまうことが

ある。新しい EPMA でもこうしたことが完全になくなるわけではないが、ソ

フトの使いやすさによってそうした見落としを防ぎ、正しい測定条件を設定し

やすくなったのではないかと思われる。 

 ハードウェアについては電子銃が FE となり、従来機より十倍ほど高い倍率

(約 3 万倍以上)での観察も容易となった。カソードルミネッセンスの測定も、

難しいセッティングの必要もなく行える。 

 

4.測定例 

測定試料として雨畑硯(図 2)の原石を用いた。これは山梨県早川町に産する石で雨畑石とよばれ

る。導電性を持たせるため蒸着を行った。 

元素マッピングの測定結果を図 3、それと同時にカソードルミネッセンス測定を行った結果を

図 1 新 EPMA 

図 2 

自作した雨畑硯 
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図 4 に示す。測定の結果、Si、Al、Mg、O、Fe、Ca、P、Ti が検出された。図には一部のみを示し

ている。主な構成元素は Si、Al、O であり、XRD で測定した結果も踏まえると、石英とイライト

が主要な鉱物であると考えられた。これらにより相分析した結果を図 5 に示す。Si リッチな部分

を石英(赤)、Al リッチな部分をイライト(緑)とした。分析前はまったく予想していなかったが図 4

に示した通り、硯の原石に電子線を照射することでオレンジ色のカソードルミネッセンスが生じ

ている。そして図 5 に示した石英の分布とカソードルミネッセンスのオレンジ色の発色が、概ね

対応していることがわかった。そしてこの発色部分におけるスペクトルをデータベースと照合し

たところ、石英の酸素欠陥によるものであると考えられた(図 6)。私自身は地球科学について詳し

くないが、このことは岩石がどのようにしてできたかを反映しているものと考えられ、カソード

ルミネッセンス測定でわかることの一つであるといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.まとめ 

 機器分析センターの新しい EPMA は操作性も良く、簡便に精度の高い元素分析を行うことがで

きる。これまで使ったことのない人にも是非、利用をおすすめしたい。EPMA では元素の定性分

析、定量分析、マッピングが可能であるが、本機はさらにカソードルミネッセンス測定を行える。

得られたデータの解析方法としてはここで示した相分析の他にも粒子解析を行える。講習を受け

れば装置を使用できるようになるほか、依頼分析も受けているので、興味を持たれたら問い合わ

せてほしい。 

 

図 3 元素マッピング測定結果 

(a) 二次電子像 (b) Si (c) Al 

図 4 CL 測定結果 図 5 相分析結果 

赤: 石英 緑: イライト 

図 6 CL スペクトル 



32 
 

 

(大学連携研究設備ネットワークにおける研究設備共用促進事業計画) 

 

SEM-EBSD の操作性・安全性向上のための整備 

 

計測・分析グループ（現：研究機器統轄センター） 

技術職員 河村 隆之介 

E-mail:rkawamura@yamanashi.ac.jp 

1.はじめに 

 私は、工学部附属ものづくり教育実践センターの計測・分析技術室の技術職員として機器分析

センター支援を行っている。機器分析センターでは、走査型電子顕微鏡(以下 SEM)を主に担当し

ているが、この装置は年間利用回数が 355 件、954 時間(2023 年度、外部利用・保守管理を含む)

と比較的高頻度で使用されている。そのため、制御 PC への負荷が大きく快適に操作を行えない

との相談が多々あった。 

また、2023 年 8 月には SEM に新しい検出器として EBSD 検出器を設置した。EBSD 測定は、

一歩間違えると装置本体を壊してしまう可能性があるため、安全に十分留意して行わないといけ

ない。 

本稿では、機器分析センターで主に担当している走査型電子顕微鏡と EBSD 検出器をより安全

で快適に利用できるよう整備を行ったため報告する。 

 

2.SEM-EBSD とは 

SEM とは、走査型電子顕微鏡(Scanning Electron Microscope)の略である。細く絞った電子線で

試料表面を走査し、出てきた情報(二次電子、反射電子)から試料表面の凹凸像や構成元素に応じ

て色の違いが現れる像を取得することが出来る。また、発生した特性 X 線を検出することで表

面の元素分析(EDS 分析(Energy Dispersive X-ray Spectroscopy))を行うことができる。  

EBSD とは、電子線後方散乱回折(Electron Backscatter Diffraction)の略である。 

EBSD は、試料を 70°まで傾け、EBSD 検出器を試料表面ぎりぎりの所まで挿入し、電子線を試

料に照射することで得られるパターンから表面の結晶方位の同定を行う測定である。EBSD の用

途としては、結晶方位を知ること以外に、結晶粒径の大きさや単結晶か否かの判断をする際にも

用いられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入射電子 

試

料

EBSD 検出器 

70° 

電子線 

二次電子 

反射電子 

特性 X 線 

図 1：SEM で検出しているもの 図 2：EBSD 検出器との位置関係 



33 
 

3.安全、快適に使用するための整備 

 まず、SEM を快適に使用するための対応として、SEM を制御している PC の HDD を SSD へ

交換し、さらにメモリを 16GB から 48GB まで増設した。 

そして、EBSD 測定を安全に行うために対物レンズと試料台、検出器の位置関係をリアルタイ

ムで確認できるようなカメラを取り付けた。 

EBSD 測定・解析は、SEM を比較的長時間占有してしまうため、ユーザー間で時間を融通しあ

わなくてならず、度々不具合が生じていた。そのため、新しく EBSD 解析専用の PC を用意する

ことで、ユーザーの利便性向上に努めた。                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.まとめ 

 今回パソコンの SSD 交換やメモリの増設を行ったことで、SEM 操作中に動作が重くなる事象

が改善され快適にパソコンを使用できるようになった。そして、チャンバースコープ内カメラを

搭載したことで、EBSD 測定時に試料が対物レンズに衝突することなく、安全な運用を行えてい

る。 

 また、解析用パソコンの整備により、1 人当たりの装置占有時間が減少したことでより多くの

ユーザーに装置を利用していただける環境を作ることができたと考えている。これからもより多

くのユーザーが快適にかつ安全に装置を使用できるように努めていきたい。 
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 今回の整備は、令和 6 年度大学連携研究設備ネットワークにおける研究設備共用加速事業の助

成を受け実施いたしました。また、整備するにあたりご協力いただいた機器分析センター関係者

の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

参考文献 

鈴木清一著,EBSD 読本=OIM を使用するにあたって=(B4.00) 

 

 

 

 

 

 

図 5：解析用 PC 図 4：チャンバースコープ内カメラ 図 3：SEM 外観 
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シン・山梨大学ワインプロジェクトにおける当センター職員の参加状況 

 

生命環境グループ 

 技術専門員 杉山 啓介, 技術職員 石原 麻由 

E-mail: ksugiyama@yamanashi.ac.jp, imayuu@yamanashi.ac.jp 

 

1.はじめに 

 山梨大学ワイン科学研究センター(以下、ワイン研)は長らく酒税法における試験製造免許を運

用しており、試験に供する果実酒の製造を行ってきた。しかし食品衛生法における酒類製造業の

許可は未取得だったため不特定多数の飲用に供するワインの製造は事実上不可能であった。 

一方、山梨県内や国内のワイン業界の発展とともに、大学教育において研究題材としてだけで

なく、「食品」製造を前提としたワイン醸造のニーズが高まっている。そこで更なる教育環境の

充実を図り鈴木俊二ワイン研センター長によるクラウドファンディング「シン・山梨大学ワイン

プロジェクト」が立ち上った 1）。 

本報告では、クラウドファンディングに先駆け令和 5年に実施した果実酒製造に、ものづくり

教育実践センター生命環境グループ職員がどのように関わってきたかを紹介する。 

 

2.クラウドファンディング「シン・山梨大学ワインプロジェクト」概要 

 「地域から地球規模の社会課題に取り組み、100 年後も持続可能なブドウ栽培・ワイン造りを

山梨大学から提案する」を掲げたクラウドファンディングにより令和 6年 4月から 5月にかけて

目標金額 400 万円に対して約 780 万円の寄付が集まった。これにより栽培・醸造・エチケットデ

ザイン・販売までをすべて山梨大学（＝オール山梨大学ワイン）で行う「シン・山梨大学ワイン

プロジェクト」が鈴木ワイン研センター長指導の下、本格的にスタートした。 

 

3.酒類製造業営業許可の取得および試験製造免許の運用 

 プロジェクトに先立ち甲府市健康支援センター生活衛生室衛生薬務課との協議を重ね、HACCP

の考え方を取り入れた手順書等の整備、場内の洗浄設備等の改善を行った。同時に食品衛生責任

者の選任と養成講習会の受講を以て営業許可申請を行い、酒類製造業の営業許可を得た。 

 甲府税務署には試験製造免許での「飲用を目的とした果実酒」製造について意見を伺い、試験

研究成果の発表および教育の一環としての製造については問題がないとの回答を得た。 

 

4.醸造機器類の整備と醸造 

 【醸造機器の整備】従来の試験製造では精密ろ過は製造

フローに入っていなかったため新たにシートフィルターお

よびプリーツカートリッジフィルターを導入した。白ワイ

ンでは 0.45μm、赤ワインでは 0.80μmの最終ろ過が可能と

なり、より安定したワインの瓶詰を実施できるようになっ

た。また、コルク打栓に替わりライナー付き金属キャップ

の巻締機を導入し、新鮮な果実味の保持と均一性の担保を図 図 1 仕込み工程（甲州種） 
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った。 

 【醸造】令和 5年は赤ワイン（マスカットベーリーＡ種）・白ワイン（甲州種）の 2種類のス

ティルワインの製造を行った。以下にその仕込み概要を示す。 

１） マスカットベーリーＡ種 山梨市中村産 収穫日 9月 9日 仕込み総量 496 ㎏  

糖度 19.10 補糖 21 度（上白糖）酵母 AWRI ZEVⅡ  

２） 甲州種 甲州市勝沼産 収穫日 10月 18 日 仕込み総量 330 ㎏ 糖度 13.97 補糖 21 度 

（上白糖）酵素 LALLZYME HC 酵母 UOA MAXITHIOL  

どちらも新鮮な果実味をキーワードに、マスカットベーリーＡ種では 3 日間のマセレーション

ともろみの昇温抑制・柔らかい圧搾を心掛けた。甲州種では搾汁時の酸化に最大の注意を払い、

デブルバージュと 15℃程度の発酵温度、還元的になりすぎない管理に気を配った（図 1）。 

約半年の低温タンク熟成、オリ引き、ろ過を経てマスカットベーリーＡ種 365 本・甲州種 218

本（各 750ml）をボトリングし、地下貯蔵庫にて数か月の瓶熟成を行った。 

 

5.表裏ラベル類・表示内容の整備 

 公募により本学大学院生がデザインしたラベルモチー

フが採用された。モチーフが境界のはっきりしたシンプ

ルなものであったため、用紙は NTラシャ 110 ㎏、刷りは

オフセット特色＋グロスおよびカラー箔押しの 2種を提

案し両方が採用された（図 2）。裏ラベルは表示義務に則

り必要事項を漏れなく記載したのち、甲府税務署に提出

を行った２）。 

 

6.GI Yamanashi（酒類の地理的表示）の取得 

商標に本学の英語表記「University of Yamanashi」等の記載をすることは原産地「山梨」と

誤認の恐れがあることから、製造所名である「国立大学法人山梨大学」以外の「山梨・

Yamanashi」表記は GI Yamanashi の申請・審査を以てはじめて可能となる。今回製造したワイン

は赤・白とも基準を満たしていたため、審査委員会への書面提出および官能評価の合格を以て

「山梨・Yamanashi」を表記することが可能となった３）。 

 

7.結果と今後の展望 

今回製造を行った果実酒は主にクラウドファンディングの返礼品として使用され、その商品デ

ザインおよび品質について、魅力があり好評であったとの評価をいただいた。 

 今回は購入ブドウによるワイン製造であったが、現在クラウドファンディング資金による新規

圃場の賃借計画が進行中であり、数年後には原料となる高品質ブドウの生産も含め、真の意味で

のオール山梨大学ワインの製造が可能になると思われる。 

1）日本ワイン研究の礎「山梨大学」の情熱で造る ALL 山梨大学ワイン！ 

https://readyfor.jp/projects/wine_yamanashi_university/announcements/344110 

2）酒類の表示事項チェックシート（果実酒） 

https://www.nta.go.jp/taxes/sake/qa/11/check.htm 

3）GI Yamanashi https://www.wine.or.jp/gi-yamanashi/ 

図 2 ラベル（オフセット・箔押し） 
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生物資源実習について 

 

生命環境グループ 

技術職員 山本 哲楠 小林 勇太 

E-mail: tetsunant@yamanashi.ac.jp,ykobayashi@yamanashi.ac.jp 

 

1.はじめに 

生命環境学部附属農場（以下、附属農場と記載）では生命工学科、地域食物科学科、環境

科学科、地域社会システム学科の４学科が実習を行っており、農場技術職員が支援をしてい

る。今回は地域食物科学科の実習内容を報告する。 

 

2.授業・実習の目的について 

   山梨県内の農業・食品産業・環境問題などについて具体的に理解する。 

   地域食物科学科においては、農作物栽培・農場圃場での体験を通し、農作物生産や食と栄

養の実態及び問題点を学び、食品のあり方や品質管理などを総合的に理解する。  

 

3.実習内容について 

生物資源実習は６月上旬、７月上旬、９月中旬に附属農場にて行われる。 

６月上旬、７月上旬に行われる農場実習は、ブドウの生育に合わせた栽培管理を行う。 

主な作業内容として、伸びた新梢をブドウ棚に誘引テープで固定し、不要な芽は摘粒鋏を

用いて切除する新梢の誘引、芽かき。一房あたり４００ｇ～５００ｇの円筒形の房を目標と

した、房づくり、摘粒、余分な房を切り落とす房の整形、摘房。 

病気の原因となる降雨や、強い日差しから房を守り日焼けを防止する、農薬の付着、鳥害、

害虫の侵入を防ぐために行うカサかけ、袋かけがある。 

誘引テープ、摘粒鋏、乳白カサ、防虫袋を用いてブドウの栽培管理作業を体験する。 

９月中旬に行われる農場実習では、ブドウの収穫を行い、収穫したブドウの品質調査を行う。 

  

        図 1  実習風景              図 2  実習風景 カサかけ 
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図 3 実習風景 収穫              図 4 病果の摘粒 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 学生が整形した密着円筒形の理想的な房   図 6 実習風景 品質調査 

 

4.まとめ 

 現在、農場実習で使用されている品種はマスカットベーリーＡだけとなっているが、今後はシ

ャイマスカットや甲州などを加えて品種の特徴の違いや、栽培方法の違いを体験してもらいたい 
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全国大学附属農場協議会秋季大会の開催および運営 

 

生命環境グループ 

  技術職員 小林 勇太、山本 哲楠 

E-mail: ykobayashi@yamanashi.ac.jp, tetsunant@yamanashi.ac.jp 

 

1.全国大学附属農場協議会とは 

 全国大学附属農場協議会 1）は 52 の大学に設置されている 55 の大学附属農場が加盟している学

会で主に農場教育のための情報交換・協力体制の構築を主旨として組織されている。また加盟大

学が持ち回りで年に 2度（春季と秋季）全国大会を開催し交流を図っている。そのうち秋季大会

では技術職員集会という全国の大学農場技術職員が議論や情報交換を行う会議が開催されており

当番大学の技術職員により主催・運営が行われている。 

 令和 6年度については本学が秋季大会を開催することになり本大会および技術職員集会の運営

を行ったので報告を行う。 

 

2.令和 6年度全国大学附属農場協議会秋季大会運営組織について 

 本学では望月農場長を大会実行委員長とし大会事務担当を生命環境学域支援課小野課長補佐、

技術職員集会担当を農場職員で分担することとし運営を行うこととした。 

 

3.技術職員集会の運営について 

 全国大学附属農場協議会秋季大会開催にあたり令和 6 年 4 月 3 日に協議会会長の長尾先生（宇

都宮大学）をはじめとする協議会執行部の方たちと本学で打合せを行った。その中で 9 月 12

日、13 日の開催が決まり合わせて技術職員集会の開催も了承された。また技術職員集会の運営

については山本を実行委員長、事務担当を小林として進めることとした。 

 

4.大会開催までの動き 

 大会開催にあたり会議および技術職員集会会場については本学の M 号館 12 号室および LC 号

館 11 号室、情報交換会についてはシャトレーゼホテル談露館で、現地見学会についてはサント

リー登美の丘ワイナリー、はくばく山梨本社・中央工場、勝沼ぶどうの館園（ぶどう農園）の 3

か所とすること、会議中に行われる教育研究シンポジウムについては本学の舟根教授（生命環境

学部）、今井准教授（教育学部）および東京聖栄大学の谷本教授の 3 名に行っていただくことを

本学運営組織で 3 度会議を行い 6 月 28 日決定し各大学に周知した。また談露館とも 8 月中に 2

度会場打合せを行い準備等の確認を行った。 

 技術職員集会については 7 月 18 日に各大学に議題を照会し回答を 8 月 21 日までに行うよう要

請を行った。議題について今回は『外実習中の対応について』、『積雪期の実習について』、『組織

見直しに伴う業務の変化について』の 3 つとした。 

 会場準備としては 9 月頭から看板や案内図、机上配布用資料の準備をはじめ 9 月 11 日に会場

設営作業を行った。 
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5.当日について 

 当日は 55 大学附属農場から 140 名に全国協議

会や教育研究シンポジウムなどのプログラムに

参加いただいた（図 1）。本会議や教育研究シン

ポジウム中は農場職員は音響・マイク係や写真

撮影担当として運営業務にたずさわった。 

 技術職員集会には 44大学、63 名が参加し 3

つの議題について会議を行った（図 2）。本学は

運営として司会進行等の業務を行い滞りなく会

議の進行をすることができた。 

 技術職員集会内では活発な議論が行われ各大

学間での技術職員組織体系の違いから大学ごと

の問題点のあぶり出しや自大学で取り入れるこ

との可能な参考点が得られる良い機会となっ

た。また今後の各大学間での交流の機会のきっ

かけとしても有意義であったと考えている。 

 談露館に場所を移しての情報交換会でもより

積極的な交流が図られ技術職員間の親交が図ら

れた。 

 2 日目に行われた現地見学会では３台のバス

に別れ各会場にて見学会を行った。本学農場職 員は見学会には参加せず会場撤収作業に

従事した。 

 

6.まとめ 

 今回の大会運営業務を通して少人数ながらも全国規模の大会を滞りなく運営できた。この経験

を活かし今後の農場運営業務等にさらに活かしていきたい。       

                                       

謝辞 

本大会開催にあたり岸上生命環境学部長をはじめとする教員の皆様、生命環境学域支援課の皆

様にご尽力たまわり感謝申し上げます。 

 

1）全国大学附属農場協議会 HP 

https://jufc1949.sakura.ne.jp/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 本会議 

図 2 技術職員集会 



40 
 

 

実践ものづくり実習 「陶芸コース」について 

 

生命環境グループ 

技術職員 武石 浩司 

E-mail: ktakeishi@yamanashi.ac.jp 

 

1.はじめに 

 山梨大学工学部附属ものづくり教育実践センターでは、工学基礎科目として実践ものづくり実

習を開講している。本実習において生産や製造を意味する「ものづくり」を敢えて平仮名表記し

ているのは、日本の伝統技術が現在の製造技術の基礎であることを強調し、言葉そのものに精神

性（スピリッツ）を加味させるためである。本実習は、「ものづくり」体験を通してものをつく

り出す、つまりは創造することの楽しさと困難さを知ってもらうことを目的にしており、実習内

コースとして山梨県内で継承されてきた伝統工芸の技を学ぶものや、先端の加工機を使用してオ

リジナルグッズをデザインしてつくるものなどがある。今回はその中から「陶芸コース」につい

て紹介する。 

 

2.実習概要 

 本実習は全１５回実施されており、実習説明１回、陶芸制作７回、レポート７回の内容として

いる。機材や実習準備などの関係から毎週の陶芸制作は難しいため、陶芸制作は概ね隔週とし、

制作作業のないときはレポートによる実習作業の確認や予習に充てている。 

 

3.実習内容 

陶器は主に土練り、成形、削り、素焼き、釉掛け（絵付け）、本焼きという工程で作成される

が、本実習では成形、削り、釉掛け（絵付け）の作業を実施している。 

成形では手で成形する「手びねり・板づくり成形」（図１）と、電気ろくろを使った「ろくろ

成形」（図２）の二通り行い、成形方法による作品の形状の違いや作業工程の違いを体験できる

ようにしている。 

実習ではまず、手びねり・板づくり成形を行い粘土の感触や成形時の注意点の確認をしてい

図１ 板づくり成形の様子 図 2 ろくろ成形の様子 
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る。この成形法では粘土細工のように形を作れるた

め、四角い平皿や箸置き、キャラクターを模した置

物のような自由に形作ったものを作成している。 

次に、ろくろ成形を行っている。この成形ではろ

くろの回転を利用し成形するため円形の皿やコップ

等を作成している。また、この成形方法では裏側の

形を整える必要があるため適度に乾燥の工程を経た

のちに削り（図３）を行っている。削りとは専用の

カンナなどを用いて作品の裏面を削り、高台と呼ば

れる形状を作る工程である。本実習ではこの成形か

ら削りという流れを２度行っている。 

これらの成形作業を終えたものは完全に乾燥させ

８００℃で焼成（素焼き）したのち、絵付けや釉掛

けの工程に進む。絵付けは転写シートを用い、好み

の絵柄を学生各自が選択し素焼きの器に転写してい

る。釉掛けは絵付けをしたものには透明釉薬、それ

以外には職員が作成した色見本（図４）を見ながら

各自で好みの釉薬を選択してもらい掛けている。 

釉掛けの後、作品を数日乾燥させ１２３０℃で焼

成（本焼き）することで作品が完成する。完成した

作品は作成者本人に何をどういう目的で作成したの

かを口頭で発表してもらっている。 

実習中は「作品計画書」を作っており、各自そこ

に何を作りたいのか計画し、実際に作品を成形した

結果が計画通りにできたか確認、その後の改善点を

記入させている。さらにその改善点を次回の制作に

生かせるようにろくろ成形は２度行うようにしてい

る。 

 

4.まとめ 

 このように、実践ものづくり実習「陶芸コース」

では陶芸という「ものづくり」を通して、ものづく

りの楽しさや難しさを体験するのはもちろんのこ

と、学生自身が自ら考え計画・作成し、その結果に

対する改善点を考察し次に生かす力を養うことを目

的としている。今後もより良い実習となるようにこ

れからも実習方法や内容を改善していくつもりであ

る。 

 

 

図 3 削りの様子 

図 4 色見本の一例 

図 5 完成した作品例（手前が手びねり成

形、後ろのコップや花瓶はろくろ成型に

よる作品） 
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電子プローブマイクロアナライザー 

 

 

 

 

 

 

 

3. 活動記録 
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3.1 活動記録一覧 

●令和 5 年度見学受け入れ 

氏名（所属） 矢嵜、大原（センター）、山口（電子・情報）、大瀧（計測・分析） 

見学日・時間 令和 5 年 4 月 27 日（木）11:05～11:55 

見学者 山梨大学工学部機械工学科昭和 38 年卒業生 18 名 

依頼者 中山工学域長 

 中山工学域長より山梨大学工学部機械工学科昭和 38 年卒業生 18 名の製造システム技術室と

ものづくりプラザの見学依頼があり実施した。 

 はじめに製造システム技術室の見学を行い、工作機械（旋盤・フライス盤・ＮＣ工作機等）・

設備（鋳造・鍛造・溶接）等の見学を行った。卒業生からは在学時に旋盤、フライス盤や鋳造

等の実習を行ったこと、製造システム技術室のレンガ造りの建屋

が在学時にあったこと等の話があり、製造システム技術室を興味

深く見学していた。続いても

のづくりプラザの見学を行

い、実践ものづくり実習の設

備（雨畑硯・ガラス細工・３

D デザイン・電子工作・陶

芸・手彫り印章）や各実習課

題の見学を行った。 

 

氏名（所属） 碓井、小宮山、笠原、井上、近藤、西野（製造システム）、永田、望月、 

矢野、水越（電子・情報）、勝又、篠塚、大瀧、武石、石原（計測・分析）、

大原、矢嵜（センター） 

見学日・時間 令和 5 年 6 月 29 日（木）13:30～14:40 

見学者 山梨大学附属中学校 1 学年 23 名、引率教員 2 名 

依頼者 山梨大学附属中学校 1 学年主任 那須教諭 

 山梨大学附属中学校１学年主任 那須教諭より山梨大学附属中学校１学年校外学習の一環とし

てものづくり教育実践センターの見学依頼があり製造システム技術室とものづくりプラザの見

学を実施した。 製造システム技術室では、工作機械等の実加工デモの見学を行い、鍛造の打

ち延ばし等の簡単な体験を進んで行った生徒もおり、製造システム技術室を興味深く見学して

いた。 ものづくりプラザでは、実践ものづくり実習の各実習の説明・実演（雨畑硯・ガラス

細工・３D デザイン・電子工

作・陶芸・手彫り印章）や、

各実習サンプルの見学と、陶

芸や手彫り印章の簡単な体験

を行うなど、ものづくりプラ

ザを興味深く見学していた。 
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氏名（所属） 小宮山、西野（製造システム）、山口（電子・情報）、勝又（計測・分析）、

大原、矢嵜（センター） 

学日・時間 令和 6 年 3 月 28 日（木）10:00～11:00 

見学者 開智未来中学・高等学校 高校 1 年生 4 名、引率教員 1 名 

依頼者 開智未来中学・高等学校 木島教諭 

 開智未来中学・高等学校より高校生徒４名、教員１名のセンタ

ー見学の依頼があり、製造システム技術室とものづくり工房及び

ものづくりプラザの見学を実施した。製造システム技術室では工

作機械（旋盤・フライス盤・ＮＣ工作機等）・設備（鋳造・鍛造・

溶接）等の見学を行い興味深く見学していた。ものづくり工房で

は PBL 授業についての説明があり、ものづくりプラザでは実践も

のづくり実習の設備（雨畑硯・ガラ

ス細工・３D デザイン・電子工作・

陶芸・手漉き和紙・手彫り印章）及

び各実習課題の見学を行った。ま

た、高校生徒からは丁寧な説明を受

けられた等の感想があった。

●令和 5 年度センター主催研修 

氏名（所属） 矢嵜（センター） 

日時 令和 5 年 4 月 5 日（水） 9：30～12：00 

場所 ものづくりセンター本館溶接室および鍛造室 

参加者 アーク溶接特別教育講習受講生（機械工学科）3 名 

 山梨大学工学域基礎教育センター清水教授よりポリテクセンター山梨実施の「アーク溶接特別

教育講習」実技 2.5 時間不足の補足講習の依頼を受け、製造システム技術室の設備においてアー

ク溶接特別教育講習補足講習を受講生 3 名に対して実施した。 

 補足講習の内容としては、安全について・保護具の脱着・工具類

の正しい使い方・溶接機（被覆アーク溶接・TIG 溶接）の構造の理

解と操作方法・溶接棒について・実演・受講生実技（ビードオンプ

レート：ストリングビード・ウィービングビード）・掃除整理整頓

等を実施した。 

 受講生数が 3 名と少なかったため、溶接条件を変えて複数回の

溶接実技をすることができた。 

 なお、清水教授より受講生に対しこの補足講習修了者にはアー

ク溶接特別教育修了証免許が有効になる旨の説明がされた。 
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氏名（所属） 水越（電子・情報） 

日時 令和 5 年 5 月 18 日（火），19 日（水），6 月１日（月），2 日（火） 9:30～

15:00 

場所 ものづくり工房 

参加者 横河マニュファクチャリング新入社員 26 名 

企業向けものづくり研修として組込みマイコン講習を実施した。受講者の経験度は初心者か

ら上級者まで幅広かったため、グループに応じて体験内容をアレンジして実施した。基本的に

は ESP32 マイコンを用いて、実際にプログラミングやブレットボードへの配線をしてもらいセ

ンサーやアクチュエータの動作を体験的する講習会とした。初心者の方には、マイコンの概要

やブレットボードの使い方などを細かく紹介し、マイコンや電子回路といった分野の教養を深

めていただいた。中級者・上級者の方には応用例の紹介や例題を解いてもらい、持ち合わせの

知識に加えて専門的な理解を深め

ることができる体験をしていただ

いた。次回は機械機構をモーター

で動かすような内容も取り入れ、

初心者にも視覚的に理解しやすい

体験例を追加していきたい。 

 

氏名（所属） 井上、笠原（製造システム） 

日時 令和 5 年 5 月 18 日（火），19 日（水），6 月１日（月），2 日（火） 9:30～

15:00 

場所 製造システム技術室 

参加者 横河マニュファクチャリング（株）26 名 

山梨大学ものづくり研修の一環で民間企業新人研修を実施した。今回は横河マニュファクチ

ャリング（株）の新規採用者 26 名を対象にフルモールド鋳造法でネームプレートを製作をし

た。     

内容はレーザー彫刻機を使用し文字の切抜き、ネームプレートの模型の製作、砂型鋳造の型

づくり、溶解した亜鉛を砂型に流し込み、出来上が

った製品の仕上げ作業で完成となる。 

コロナの影響で 3 年程実施されず、進捗に不安が

あったが滞りなく進めることができた。今回の研修

を通して鋳造の基本を理解し今後に役立ててほし

い。 

鋳造の研修は比較的簡単で面白い作業なので、さ

まざまな対象者で実施できればと思う。 
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氏名（所属） 水越（電子・情報） 

日時 令和 5 年 8 月 3 日（木） 9:00～16:30 

場所 ものづくり工房 

参加者 山梨県内高等学校教員 6名 

山梨県内の高等学校教員（電子電気・情報系）向けのものづくり研修として組込みマイコン

技術初心者講習「無線機能付きマイコン活用」を実施した。最初に ATOM S3 マイコンを用い

て、備付けの液晶モニターへの文字・画像の表示、ステッピングモータ制御など、グラフィカ

ルに開発可能な UIFlow2.0 により体験した。ノーコード開発環境を体験した後は、ESP32 

DevKitC を用いて ArduinoIDE による開発環境で講習を行った。マイコンの紹介・開発環境の

立上げ方法、GPIO、ADC、DAC、シリアル通信の使い方など基本的な機能について講習した後、

Bluetooth 機能や Wi-Fi 経由で ESP32 から LINE へメッセージを送

るデモンストレーションにより、SNS と ESP32 が連携できることを

体験した。初任の先生からベテランの先生まで受講いただき、受

講後の対談やアンケートにて好評をいただいた。先生方が課題研

究や実習・専門授業での説明などに活用いただけるような内容を

さらに考え、次回に向けてブラシュアップしていきたいと思う。 

 

研修名 高校教員向けものづくり研修(板金・鋳造・3D プリンタ) 

氏名（所属） 碓井、小宮山、笠原（製造システム） 

日時 令和 5 年 8 月 8 日（火） 9：00～12：00(3D プリンタ) 9：00～14：30(板金・

鋳造) 

場所 製造システム技術室 

参加者 高校教員 板金・1 名  鋳造・2 名  3D プリンタ・1 名 

ものづくり教育実践センターでは、山梨県内の「ものづくり」に携わる指導者のレベルアッ

プを図り地域社会に貢献する人材育成を目的に「高校教員向けものづくり研修」を実施してい

る。今年度は、板金 1 名、鋳造 2 名、3D プリンタ 1 名の参加があり各部門で実施した。    

今回実施した研修が、各学校の授業や実習に活かされ、研修に来た各先生のレベルアップに

つながるよう今後も研修を実施できればと思う。 

一方「高校教員向けものづくり研修」の参加者

は、コロナなどの影響もありましたが少しづつ参

加人数が減っている。そのため、魅力ある研修に

するために研修テーマを変更したり、改善したり

することで、より多くの人が受けたいと思える研

修になるよう、今後の研修内容のあり方を考えて

いく必要もある。 
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研修名 SDGs 講習(旋盤・Knock type Pen) 

氏名（所属） 碓井、西野（製造システム）、矢嵜(センター) 

日時 令和 5 年 9 月 2 日（土） 9：00～16：00 

場所 製造システム技術室 

参加者 一般人 6名 

「ものづくり」をきっかけに私たちの意識を少し変え、SDGs の様々な目標達成に貢献するこ

とを目的に、はじめて一般の方向けに「SDGs 講習」を実施した。この講習は、はじめての試み

で講習目的や課題の立案、作業工程まで新たに考え実施した。 

今回の参加者６名が安全かつ講習の目的を果たせるよう、機械の使い方や工程をわかりやす

く丁寧に説明した。参加者は、見たことも触ったこ

ともない機械に最初はなかなか思うように作業が

できていなかったが、徐々に動きを理解し加工を

楽しんでいる様子がうかがえた。 

この講習を通し、「持続可能な社会」の実現に向

けできることはわずかで限られているかもしれな

いが、今回の「ものづくり」を通し、私たちの SDGs

の意識を少しでも高めるきっかけをつくることが

できたのではないかと思う。 

 

研修名 SDGs 講習(旋盤・Knock type Pen) 

氏名（所属） 碓井、西野（製造システム） 

日時 令和 5 年 9 月 21 日（木） 9：00～15：30 

場所 製造システム技術室 

参加者 学内 3名 

「ものづくり」をきっかけに私たちの意識を少し変え、SDGs の様々な目標達成に貢献するこ

とを目的に、学内向けに「SDGs 講習」を実施した。学内に向けては、はじめての試みで、講習

の案内等を作成し参加者を募った。 

今回は職員 3 名の参加があり、その 3 名が安全かつ講習の目的を果たせるよう、機械の使い

方や工程等をわかりやすく丁寧に説明した。参加

者は、はじめての機械操作に戸惑いや難しさを感

じていましたが、徐々に操作にも慣れ、加工を楽

しんでいる様子がうかがえた。 

この講習を通し、「持続可能な社会」の実現に向

けできることはわずかで限られているが、SDGs

の意識を少しでも高めるきっかけをつくるため、

今後もこのような講習を随時開催できればと思

う。 
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氏名（所属） 大原，堀内（センター）水越（電子・情報）藤田（製造システム）、TA3 名 

日時 令和 5 年 11 月 25 日（土） 8：30～11：30 

場所 山梨県立吉田高等学校(山梨県富士吉田市) 

参加者 １年生 38 名および教諭 2 名 

 山梨県立吉田高等学校の１年生 38 名および教諭 2 名に対して、ものづくり出張授業を日本機

械学会関東支部山梨ブロックの後援のもとで実施した。 

 最初に山梨大学全体の紹介、つぎに工学部の紹介動画を視聴してもらい、工学部とものづく

り教育実践センターについて紹介した。出張授業では、初めに各種センサの解説を行い、実際

にロボットを組み立てつつ、プログラムを製作してもらうことでセンサの働きやロボットプロ

グラミングと実際の動きについて理解してもらった。後半はライントレースカーを作成しても

らい、各種コースの走破できるかどうか検討してもらった。学生らは各々の班で話し合いなが

ら組み立てやプログラムを試行錯誤

しており、目的の動作が実現できた

際は、大きな達成感を感じていた。最

後にアンケートに回答してもらい、

ロボット製作・プログラミングとも

に楽しかったと好評を得た。 

 

 

氏名（所属） 西野，近藤（製造システム）、矢嵜（センター） 

日時 令和 5 年 12 月 3 日（日） 9:00～15:30 

場所 山梨大学ものづくり工房 

参加者 県内工業高校生及び高校教員（高校生：6 名 教員 5 名） 

 山梨県内の工業系専門高校教員・生徒向けものづくり研修として、技能検定－機械検査作業

２級－講習を実施した。講習は前半に「製作等作業試験」、後半に「計画立案等作業試験」を行

った。製作等作業試験では、３級を受験したことが無い学生もいたので、測定器の復習や２級

と３級の違い、測定方法の基礎、測定時のコツ・注意すべき点等を説明し、実際に参加者に練

習をしてもらった。計画立案等作業試験では、三角関数の基礎から説明し、問題の解答方法を

説明した後に例題や過去問を解いた。問題が難しいこともあり、完答まではできなかったが、

解説をすることで考え方は理解してもらえた。 
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研修名 SDGs 講習(レーザ彫刻機・サンドブラスター ~original tumbler~) 

氏名（所属） 西野、碓井（製造システム） 

日時 令和 6 年 2 月 21 日（水） 9：00～11：30 

場所 製造システム技術室 

参加者 学内 2名 

「ものづくり」をきっかけに自分たちの意識を少し変え、SDGs の様々な目標達成に貢献する

ことを目的に、持参した金属製タンブラーに好きなデザインを加工する SDGs 講習を実施した。 

今回は学生 2 名の参加があり、その 2 名が安全かつ講習の目的を果たせるよう、描画ソフト

やサンドブラスターの使い方や工程等を丁寧

に説明した。2 名とも初めて使用するソフトや

機械にもすぐに慣れ、加工を楽しんでいる様子

がうかがえた。最後には 2 名とも希望通りのデ

ザインをタンブラーに加工することができ、そ

の出来上がりに満足しているようだった。 

アンケート結果から、参加者の SDGs の意識

を少しでも高めることができたと分かったの

で、今後も定期的にこのような講習を開催した

い。 

●令和 5 年度出張報告 

氏名（所属） 篠塚（計測・分析） 

出張期間 令和 5 年 4 月 14 日（金） 

研修・出張名 AFM 試料物性測定実技講習会(設備 NW 人材育成) 

主催団体名 大学連携研究設備ネットワーク、マテリアル先端リサーチインフラ 

 機器の共同利用を推進することを目的としている事業である設備ネットワークにおいては、

機器を担当する技術職員向けの人材育成事業を行っている。今回はその一環として AFM の機

器担当者向けの講習会が開催されたため、分子科学研究所(愛知県)へ出張し現地参加した。内容

は AFM による形状観察・測定と同時に、機械特性を測定する QNM という測定方法に関するも

のである。この測定方法は正しい結果を得るためのパラメータが多岐に及ぶため、それぞれが

何を意味し、それを変えることが何に影響するのかについて知っておく必要がある。講習会参

加前までは測定に必要な最低限のパラメータについては知っていたが、それぞれが何を意味す

るのかなどの詳しい部分については理解が及んでいなかった。本講習会の参加を通じて、各パ

ラメータの意味についての理解が深まり、測定がうまくいかない場合においてもその原因の考

察と対処が行えるようになったと考えている。講習会を通じて得られた知見を今後の測定のた

めに活かしていきたい。 
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氏名（所属） 勝又（計測・分析） 

研修・出張期間 令和 5 年 6 月 15 日（木）～16 日（金） 

研修・出張名 固体 NMR 講習_東北大学 

主催 大学連携研究設備ネットワーク マテリアル先端リサーチインフラ 

共催 東北大学コアファシリティー統括センター 

企画・運営 NMR Club 

 核磁気共鳴装置（NMR）を管理する大学の技術職員、技術補佐員を対象とした固体 NMR の

講習会に参加した。講師は日本電子株式会社の鴨 修様を迎え行われた。講習会の内容は、1

日目に「固体 NMR の概要、試料管とサンプリング、測定の流れ、装置条件の調整、シングル

パルス測定、CPMAS 測定、固体プローブの選び方、固体緩和時間測定（T1）、固体多核測定

の概要、磁気回転比と NOE の関係性」などを座学で学

び、2 日目は工学研究科・工学部のマテリアル・開発系

材料実験棟に設置されている日本電子製の NMR を用い

て「プローブのセッティング、SHIM 調整、標準試料の

測定」を見学した。今回の研修で学んだことを、技術支

援を行う機器分析センター業務において活かし、ものづ

くり教育実践センターの技術職員として学内外に貢献し

ていきたい。 

 

氏名（所属） 篠塚（計測・分析） 

出張期間 令和 5 年 7 月 6 日（木） 

研修・出張名 アルバック・ファイ社製 XPS 見学 

主催団体名 アルバック・ファイ株式会社 

 アルバック・ファイ本社・工場を訪問し、そこに設置

されている最新の XPS を見学した。担当者様から各種

仕様についてご説明をいただき、予算申請のための参考

となる情報を得ることができた。デモ測定もしていただ

き、どんなことができるかについても知見が得られた。

基本的な機器性能に関しては十分満足できるものと感

じられたので、今後は必要なオプション的機能につい

て、学内のニーズを調査していくことが必要と考えてい

る。他メーカーの XPS も含め、今後も情報収集を行って

いきたい。 
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氏名（所属） 勝又（計測・分析） 

研修・出張期間 令和 5 年 10 月 4 日（水） 

研修・出張名 第 40 回 NMR ユーザーズ・ミーティング 

主催 ブルカージャパン株式会社 

 NMR ユーザーズ・ミーティングは、ブルカージャパン社製 NMR ユーザーを対象に、年に

一度、東京と大阪でそれぞれ開催され、パラレルセッション、招待講演、また最新・最先端技

術及び製品の紹介などが行われる。さらに休憩時間を利用し、ユーザー同士の技術交流を行う

機会を得られる場でもある。 

 本年はいくつかのパラレルセッションの中から、（1）「カスタマーサポート部からのお知ら

せ」と（2）徳島大学 右手 浩一様による「DOSY による合成高分子のキャラクタリゼーシ

ョン～研究動向と展望～」を聴講した。また招待講演は（1）株式会社東レリサーチセンタ

ー・木村 一雄様のご講演「企業での研究・開発における固体 NMR の利用」、（2）富士フィル

ムワコーケミカル株式会社・北畠 睦己様のご講演「InsightMR 及び TD-NMR を活用した工程

解析・管理」、（3）分子科学研究所・加藤 晃一様のご講演「糖タンパク質の NMR～抗体への

応用～」を聴講し、企業における NMR 活用例や、NMR 測定例などの最新技術を学んだ。今

回得た知識を、技術支援を行う機器分析センター業務において活かし、ものづくり教育実践セ

ンターの技術職員として学内外に貢献していきたい。 

 

 

氏名（所属） 永田（電子・情報） 

出張期間 令和 5 年 10 月 14 日（土） 

研修・出張名 Maker Faire Tokyo 2023 

主催団体名 株式会社オライリー・ジャパン 

 小中学生向けのプログラミング体験及び STEM 教育用マイコンボード Microbit などを使った

エリア、段ボールや紙を使用したクラフトエリア、手作り電動バイクなどのモビリティーエリ

ア、各大学のクラブで製作物を出展しているエリア、ソニーやスイッチサイエンスなどのメー

カーの最新製品展示エリアなど多岐にわたる分野の出展があった。当センターでも使用してい

る RaspberryPi や arduino などのマイ

コン、3Ⅾプリンタ-、レーザー彫刻機

が利用されおり、導入が容易にでき

る内容であり出張授業や学外向け講

習会での活用が期待できるものが多

くあった。今後の出張授業や学外向

け講習会、オープンキャンパスなど

に役立てたい。 
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氏名（所属） 碓井（製造システム） 

講習期間 令和 6 年 02 月 14 日（水） 17：00～19：05  

講習名 「水素・燃料電池産業技術人材養成講座」成果報告会・閉校式 

主催団体名 山梨大学研究推進・社会連携機構 水素・燃料電池技術支援室 

 水素・燃料電池技術支援室よりご案内があり、令和 5年度

「水素・燃料電池産業技術人材養成講座」成果報告会・閉校

式に参加した。今年度の講座は、16 の企業、24名の受講者

が１年を通し、水素・燃料電池に関係する講義 55コマ実習

23 コマなどを受講し、その成果を報告会で発表が行われ

た。 

ものづくり教育実践センターでは、その講習等を実施する

ための「ものづくり工房」の貸し出しや製造システム技術室

では、その成果の修了実習である成果物の製作を支援してい

ることから今回の参加のご案内があった。 

次世代燃料である水素・燃料電池は、今後の活用が期待さ

れていて多くの関係者・学長等が参加していた。当センター

でも、今後も水素・燃料電池技術支援室等の依頼に技術面で

支援していければと思う。 

 

 

氏名（所属） 碓井・笠原・西野・藤田(製造システム)・矢嵜・野田・大原（センター） 

出張期間 令和 6 年 03 月 4 日（月） 13：00 ～ 16：30   

用務 工場見学および情報収集 

用務先 株式会社木村鋳造所 御前崎製作所(静岡県御前崎市) 

 大型鋳造を手掛ける株式会社木村鋳造所の御前崎製作所

を訪問し、鋳造の製作工程の視察を行った。 

木村鋳造所は、従来の木型鋳造ではなく、フルモールド鋳

造での製造を行い、多品種少量生産・短納期での製品化を実

現していた。鋳造業界での生き残り、差別化をはかるため、

大型で精密な鋳造に特化し、卓越した技術を拝見することが

できた。海外との競争や会社の存続のため、新たな事業の立

ち上げや今後の展望などのお話も聞くことができた。 

今回見ることのできたフルモールド鋳造法など、実際に自

分の目で見て感じたことや学んだことを、授業や実習、講習

等にいかしていければと思う。規模や大きさは違うけれど、

当センターでも簡単なフルモールド鋳造により、鋳造品を製

作し、鋳造の魅力も発信していければと考える。 
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氏名（所属） 勝又、篠塚（計測・分析） 

研修・出張期間 令和 6 年 3 月 12 日（火） 

研修・出張名 日本分光株式会社 分析機器の視察及び調査 

 学内の機器分析センターに設置されているフーリエ変換赤外分光光度計及び赤外顕微鏡（以

下、FT/IR）の視察と調査を行うために、東京都八王子市に所在する日本分光株式会社 分析セ

ンターに出張した。 

 当日は分析センターの技術者の方に、FT/IR の概要や装置構成、付属品などの説明を受け、そ

の後、学内の教員から提供してもらったデモサンプルの測定を行った。機器分析センターに現

有する FT/IR は導入から 30 年近く経過し、操作 PC は Windows95 と非常に古いため、利用者の

要望に十分答えられているか不明であり、今後、装置の

更新を考えるときに候補の一つとなるため、今回の視

察、調査、デモサンプル測定によりどの程度の仕様があ

れば利用者の利便性向上などに繋がるかの情報を得るこ

とができた。 

これらを通して、ものづくり教育実践センターから機

器分析センターに行う技術支援に役立てていきたい。 

 

 

 

氏名（所属） 西野・碓井（製造システム） 

出張期間 令和 6年 3月 15 日（金）8:50 ～ 16:10 （オンライン） 

学会・研究会名 2023 年度実験・実習技術研究会  

主催団体名 実験・実習技術研究会連絡協議会有志 

 本研究会は国立大学法人、独立行政法人国立高等専門学校機構及び文部科学省所轄の大学共

同利用機関法人に所属する技術系職員が、技術研究の発表・討論を通じて技術の研鑽・向上を

図り、技術交流、人材交流をはかる場である。今回も前回に引き続き、完全オンラインで実

験・実習技術研究会連絡協議会の有志の方が主催で行なわれた。 

今回は Zoom での口頭発表のみの研究会であったが、Zoom 内に

ブレイクアウトルームが 3部屋用意されていて、参加者が任意の

タイミングで好きなルームに行ける仕様となっていた。対面での

実施と比べやや不便なところもあったが、簡単に移動し聴講する

ことができるメリットも感じた。機械系の発表のみでなく、地域

貢献分野の発表もあり、今後役立ちそうな情報が得られた。 

 この研究会は、私たちと同じ技術職員が普段業務をしている内

容の発表が多く、共感できる部分や参考になる部分があるので機

会があれば参加したい。 
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氏名（所属） 篠塚（計測・分析） 

出張期間 令和 6 年 3 月 19 日（火） 

研修・出張名 長野県工業技術総合センターXPS 見学 

 長野県工業技術総合センター精密・電子・航空技術部

門に設置されている最新の XPS を見学調査した。機器分

析センターにおける XPS はすでに納入から 20 年経過し

ており、この度ようやく更新できる機会ができたことか

ら、機種選定のための情報収集を目的とした。実際に目

にして機器担当者からも詳しい話を聞くことで、カタロ

グや仕様表からはイメージすることが難しい部分につ

いてはっきりさせることができた。機種選定のために非

常に有意義な情報が得られたので、これを今後の仕様策

定の議論に生かしていくことにしたい。 

 

 

●令和 6 年度見学受け入れ 

氏名（所属） 碓井（製造システム）、山口（電子・情報）、大原、矢嵜（センター） 

学日・時間 令和 6 年 7 月 24 日（木）16:00～16:40 

見学者 新技術情報クラブ会員等 9 名 

依頼者 研究力強化推進センター 小澤 賢司センター長 

 研究推進・社会連携機構より新技術情報クラブ交流会における

大学施設見学のため、センター見学の依頼があり、製造システム

技術室及びものづくりプラザの見学を実施した。製造システム技

術室では工作機械（旋盤・フライス盤・ＮＣ工作機等）・設備（鋳

造・鍛造・溶接）等の見学を行い、共同研究を通しての施設利用

ができることが説明された。ものづくりプラザでは実践ものづく

り実習の設備（雨畑硯・ガラス細

工・３D デザイン・電子工作・陶

芸・手彫り印章）及び各実習課題の

見学を行い、県内の伝統工芸実習を

通しての地域貢献活動が説明され

た。
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氏名（所属） 大原、堀内、矢嵜（センター）、学生アルバイト３名 

見学日・時間 令和 6 年 8 月 3 日（土）9:30～15:30 

見学者 オープンキャンパス ものづくり工房来訪者 25 名 

 山梨大学工学部オープンキャンパスにおいて、ものづくり教育実

践センター紹介のため、ものづくり工房及びものづくりプラザの

開放を実施した。ものづくり工房では VR 機器を使用したものづ

くり実習（鍛造・鋳造）の VR 体験や旋盤等の工作機械の紹介が

VR 機器を通して体験できる内容で、ものづくり工房に来訪した

高校生と保護者の方も積極的に体験していた。また、PBL ものづ

くり実践ゼミなどの授業の様子も紹

介された。そのほか３D プリンタの

加工デモンストレーションや加工サ

ンプルの展示を行い、工房内の機械

等を使用して学生が自由にものづく

り活動できることが紹介された。

 

 

 

氏名（所属） 碓井･杉山･大原(センター)、大瀧(計測・分析)、山口(電子・情報) 

見学日・時間 令和 6 年 10 月 23 日（水）10:00～11:15 

見学者 山梨工業会 OB 約 20 名 

見学名・依頼者 山梨工業会 OB 見学・山梨工業会 

 山梨工業会より山梨大学工学部卒業生約 20 名のものづくり教育実践センター(本館)とものづ

くりプラザの見学依頼があり実施した。 

 はじめにものづくり教育実践センターの見学を製造システムグループの碓井が行い、工作機

械（旋盤・フライス盤・ＮＣ工作機等）や設備（鋳造・鍛造・溶接）、建物など当時を思い出し

ていただけるような見学コースで実施した。卒業生からは当時の思い出話などを聞くことがで

き、当センターを興味深く見学していた。 

続いてものづくりプラザの見学を管理者である山口

さん大瀧さんに案内をしていただいた。実践ものづく

り実習の設備（雨畑硯・ガラス細工・３D デザイン・

電子工作・陶芸・手彫り印章）や各実習課題の見学を

行い、卒業生からは質問を受ける場面もあった。 

２つの見学コースを通し、卒業生が当時を思い出

し、懐かしむ時間になったのであれば幸いである。 
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氏名（所属） 碓井･杉山･大原(センター)、小宮山･笠原･井上･近藤･西野･藤田(製造システ

ム) 

見学日・時間 令和 6 年 11 月 2 日（土）13:00～16:00 

見学者 A コース 33 名 B コース 37 名 自由コース 2 名 

見学名・依頼者 ホームカミングデー、ペアレンツデー見学・山梨工業会 

 山梨工業会より依頼があり、ものづくり教育実践センタ

ーの見学対応を行った。見学者は、4 つのコースに分か

れ、当センター以外に、クリーン研究センターやナノ材料

研究センター、ワイン研究センター、発生工学研究センタ

ー等を見学する計画になっており、そのうちの 2 つのコー

ス、計 80 名程の人が当センターの見学をしていった。 

 対応は、主に製造システムグループで行い、工作機械

（旋盤・フライス盤・ＮＣ工作機等）・設備（鋳造・鍛造・

溶接）等のデモを中心に実演した。見学者からは、普段見

ることのできない、大学の施設を見学できたことや実演に

よって加工の雰囲気を感じることができ良かったという感

想をいただくことができた。今回は、はじめての対応でし

たが、次の機会があれば、また実施したい。 

 

氏名（所属） 碓井･小宮山･笠原･井上･近藤･西野･藤田(製造システム) 大原(センター) 

見学日・時間 令和 7 年 2 月 20 日（木）11：00～11：50 

見学者 南アルプス子どもの村中学校 19 名 

見学名・依頼者 山梨大学機械工学コース・猿渡直洋 

 機械工学コースの猿渡先生より依頼があり、ものづくり

教育実践センター・本館の見学対応を行った。見学者は 19

名で、2 つのコースに分かれ、当センターと機器分析セン

ターの見学を行なった。センター内は、碓井と小宮山がデ

モ機械を中心に案内を行なった。 

 見学者の対象が中学生だったため、難しい言葉ではなく

わかりやすい言葉で説明するよう心がけた。普段見ること

のできない機械にも興味を持っているように感じた。最後

には、見学者から質問もあり、良い見学になったのではな

いかと思う。時間があまりないなかではあったが、大学の

施設を見学できたことや実演によって加工の雰囲気を感じ

ることが子どもたちの成長や記憶に残れば幸いである。こ

のような見学は、次の機会があればまた実施したい。 
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●令和６年度センター主催研修 

氏名（所属） 井上、笠原、藤田（製造システム） 

日時 令和 6 年 5 月 13 日（木）,14 日（金）、5 月 30 日（木），31 日（金） 9：30

～15：00 

場所 製造システム技術室 

参加者 横河マニュファクチャリング（株）22 名 

山梨大学ものづくり研修の一環で民間企業新人研修を実施した。今回は横河マニュファクチ

ャリング（株）の新規採用者 22 名を対象にフルモールド鋳造法でのネームプレートの製作を行

った。     

研修内容は発泡スチロール板をレーザー彫刻機で切抜き、ネームプレートの模型を製作し、

砂型鋳造の鋳型を製作し、溶解した亜鉛を砂型に流し込み、鋳型から取り出した製品の仕上げ

作業という手順で実施した。 

今回の研修では湯回りが発生した物があったが、

その後の対応で最後まで問題なく研修を実施でき

た。今回の研修を通して鋳造の基本を理解し今後に

役立ててほしい。 

鋳造の研修は比較的簡単で面白い作業なので、さ

まざまな対象者で実施できればと思う。 

                         

 

氏名（所属） 篠塚（計測・分析）、石原（生命環境）、山口（電子・情報） 

見学日・時間 令和 6 年 5 月 30 日（木）～31 日（金） 9:30～15:30 

場所 ものづくりプラザ 

依頼者 横河マニュファクチャリング株式会社 

横河マニュファクチャリング株式会社の新人研修の一環として、ものづくりに関係するテー

マの一つ「ガラス細工（とんぼ玉）」を行った。研修は 2 日間に分けて行い、1 日目 2 日目と

もに 6 名ずつの計 12 名に対して行った。内容については実践ものづくり実習における内容か

ら、基本的な技術に関するものと、少し

発展的ながらガラスという材料の特性を

より感じ取りやすいものを選定した。安

全に関してもとりわけ注意を払い、適宜

休憩をはさみながらメリハリをつけて行

うことで、ケガもなく無事に終えること

ができた。受講された方たちにも好評で

あったように感じられたので、今後にも

つなげていけるようにしたい。 
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氏名（所属） 篠塚（計測・分析），石原（生命環境） 

日時 令和 6 年 8 月 6 日（火）9:00～14:00 

場所 ものづくりプラザ 

受講者 高校教員１名 

  山梨県内の高校教員向けのものづくり研修として、「伝統工芸ガラス細工（とんぼ玉）」を

実施した。とんぼ玉の作成方法（技法）を職員が実演し、受講者が作成を行う手順で研修を進

め、最後は習得した技法を生かして、自由製作を行ってもらった。 

 初めは職員が補助についていたが、徐々に扱いに慣れ、最終的には思うような作品を作り上

げていた。またやけどやケガなどなく、問題なく研修を進めることができた。ガラス細工を体

験できる機会は少ないため、今回の研修での経験が高校の授業などに活かされればと思う。 

 

 

氏名（所属） 小野，望月，永田，矢野，山口（電子・情報） 

日時 令和 6 年 8 月 7 日  9:00 ～ 16:00 

場所 ものづくり工房 

参加者 山梨県工業高校電気・電子・情報科教員５名 

 山梨県内の工業高校教員向けものづくり研修として、組込みマイコン技術初心者講習「PIC マ

イコン活用入門」を実施した。午前の部では、ブレッドボードを用いて PIC16F1459 マイコンに

USB コネクタ、LED、タクトスイッチ、可変抵抗を組み合わせた簡単な回路を作製し、LED 点

灯、スイッチ入力、AD 変換についての基礎プログラミング演習を行った。また、MLA（Microchip 

Libraries for Applications）付属のサンプルプログラムを使用して HID（Human Interface Device）

や USBCDC（USB communications device class）に関するプログラミング演習を行った。いずれ

も開発環境は MPLABX と XC8 を使用した。午後の部ではプリント基板 CAD の Eagle を用いて

PIC16F1459 マイコンボードの設計演習を行った。例年に比べてやや面白味に欠ける内容となっ

てしまったように思うが、参加者の方々には大変熱心に取り組んで頂いた。特にプリント基板

CAD については、過去のアンケートで講習会の実施を希望するご意見を頂いていたこともあり

今回初めて実施した。今後も最新の流行や参加者の方々のご意見を取り入れながらより良い講

習会の企画・実施が出来るよう努める。 
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氏名（所属） 碓井（製造システム）、小野（電子・情報）、勝又（計測・分析）、杉山・小

林・石原（生命環境）大原・堀内・矢嵜（センター） 

日 時 令和 6 年 10 月 3 日（木）15：00～17：00 

研修・出張名 2024 年度ものづくり教育実践センター第 1 回技術発表会 

主催団体名 ものづくり教育実践センター 

 2024 年度ものづくり教育実践センター第 1回技術発表会を山梨大学学生及び教職員を対象と

して本学（T1-11 教室）にて開催した。会場とオンライン（Teams）のハイブリッド形式にて

約 40名（センター職員は含まない）に参加いただき、ものづくり教育実践センターの組織改

革の一環として、センターの活動状況や今後の取り組みなどが副センター長及び製造システ

ム、電子・情報、計測・分析、生命環境の各グループより紹介された。また、質疑応答におい

て工学域長、工学域支援課長、センター長及び学

生、本学職員、センター職員などからの質問や意見

等により闊達な議論が行われ有意義な場となった。

今回の技術発表会の開催により、センターが保有す

る技術や取り組みを学内に向け知っていただく良い

機会となった。 

 

氏名（所属） 小野，永田，望月，矢野，山口（電子・情報） 

日時 令和 6 年 10 月 4 日（金），18 日（金）   8:30～12:00 

場所 山梨大学附属中学校 

参加者 2 年生 2 クラス各 36 名（計 72 名） 

 附属中学校の技術科担当教員・青柳教諭と事前に打ち合わせを行い、10/4、10/18 の 2 日間「ジ

ャイロカー制作」の出張授業を行った。１日目は最初にジャイロカーについて簡単な説明を行

ったあと実際の制作工程として、モーターと重りの接着、ケースの穴あけ、スチレンボードの

作図と加工を行った。２日目は１日目に制作した各パーツを組み合わせ、最後にモーターと電

池ボックスの配線を行いジャイロカーを完成させた。完成後はクラス全員で一斉にジャイロカ

ーを動作させた。多くの生徒が楽しそうにジャイロカ

ーを動かしている様子が大変印象的であった。ジャイ

ロカーを上手く走らせるための調整作業については

やや難しかったように思うが、ジャイロカー制作自体

は工作の難易度もちょうど良く、ものづくりの楽しさ

を実感してもらえたのではないかと思う。 
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氏名（所属） 小野，望月，永田，矢野（電子・情報） 

日時 令和 6 年 11 月 11 日（月）   9:00～10:30 

場所 電子工作室 

参加者 PBL 実践ものづくりゼミ参加者 11 名 

 PBL 実践ものづくり実践ゼミ参加者対象の基板加工機講習会を実施した。最初に１時間程度、

プリント基板設計 CAD の使い方を説明しながら、回路図の作成と配線図の作成、ガーバーデー

タの出力について演習を行った。その後３０分間程度、実際に基板加工機を操作し基板加工手

順について実演を交えながら説明を行った。時間の都合で説明を省略したところもあったが、

回路設計から基板が完成するまでの工程については概ね説明することが出来た。 

 

 
 

 

氏名（所属） 大原，堀内，矢嵜（センター）藤田（製造システム）TA1 名 

日時 令和 6 年 11 月 15 日（土） 8：30～11：45 

場所 山梨県立吉田高等学校(山梨県富士吉田市) 

参加者 １年生 32 名および教諭 1 名 

 山梨県立吉田高等学校の１年生 32 名および教諭 1 名に対して、ものづくり出張授業（メカパ

イロット講座）を日本機械学会関東支部山梨ブロックの後援のもとで実施した。 

 最初に山梨大学全体および工学部の紹介動画を視聴してもらい、ものづくり教育実践センター

について紹介した。ロボットキットの各種センサの解説と実演を行い、その後にゴルフロボット

を組み立てとプログラムを製作してもらった。後半はライントレースカーを作成してもらった。

学生らは各々の班で話し合いながら組み立てやプログラムを試行錯誤しており、目的の動作が実

現できた際は、大きな達成感を感じていた。また持参した VR 機器によるセンターの紹介用 VR

空間を数名に体験してもらい、楽

しんでいた。教諭の方からは、活

動的で元気に取り組んでいる姿

を見て感動した、と感想をもらっ

た。 
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氏名（所属） 碓井（製造システム） 

実施日時／場所 令和 6 年 12 月 5 日（木） 17：00～20：00  

講習名 「水素・燃料電池産業技術人材養成講座」への CAD 講習 

依頼者 山梨大学研究推進・社会連携機構 水素・燃料電池技術支援室 

 水素・燃料電池技術支援室より要望があり、

令和 6年度「水素・燃料電池産業技術人材養成

講座」の参加者に Solid works の初心者向けの

CAD 講習を実施した。昨年度までの講座は、あま

り CAD を意識したものづくりをしていなかった

のですが、今年度より少し CAD 等による設計も

意識して講座を受講していただきたいという考

えがあり、工房に PC があるため、そこで急遽実

施することになった。急な話であったため、あまり準備はできていなかったのですが、初心者

向けということを前提に短い時間のなかで実施した。 

相手は、学生ではなく普段企業で働いている方が中心のため、どの程度のスキルがあるかわ

からないなかでの実施のため難しいところもあった。まったくできない方もいたし、ある程度

熟知している方もいたので状況を見ながら進行した。今後も、当センターで、このような依頼

が受けられるよう、様々な面で「水素・燃料電池産業技術人材養成講座」の支援をしていけれ

ばと思う。 

 

氏名（所属） 西野、碓井（製造システム），矢嵜（センター）， 

日時 令和 6 年 12 月 15 日 9:00～16:00 

場所 山梨大学ものづくり工房 

参加者 県内工業高校生及び高校教員（高校生：15 名 教員 6 名） 

 山梨県内の工業系専門高校教員・生徒向けものづくり研修として、技能検定－機械検査作業２

級－講習を実施した。講習は前半に「製作等作業試験」、後半に「計画立案等作業試験」を行った。

製作等作業試験では、３級を取得していない学生もいたので、測定器の復習や２級と３級の違い、

測定方法の基礎、測定時のコツ・注意すべき点等を説明し、実際に参加者に練習をしてもらった。

計画立案等作業試験では、三角関数の基礎から説明し、問題の解答方法を説明した後に例題や過

去問を解いた。問題が難しいこともあり、完答まではできなかったが、個々にヒントや説明をし

たのちに全体に解説をすることで理解を深めてもらうことができた。 
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氏名（所属） 碓井・小宮山・笠原・井上・近藤・西野・藤田（製造システム） 

実施日時／場所 令和 6 年 12 月 17 日（火） 9：00～10：30  

報告会名 「アウトドアプロジェクト」成果報告会 

参加者 中山工学域長・加勢工学域支援課長・野田センター長・大原先生・杉山 

 当センターで製作したアウトドアグッズを効果的にアピールし、製作プロセスを含むあらゆ

る可能性を教育プログラム(研修等)に組込み外部資金の獲得を目指すことを目的に、2024 年 5

月より製造システムグループで「アウトドアプロジェクト」という名のもと活動を行なった。

活動期間は 5 月～12 月でその間 5回のレビューをセンター長に行い、その結果を今回成果報告

として工学域長の中山先生、工学域支援課の加勢課長に報告した。 

プロジェクトは 4 つのテーマがあり、それぞれの

テーマごとに成果を報告した。最終目標は、この活

動が外部資金獲得へとつながることであるが、この

活動から派生し、学生などの教育実習等に活かされ

ることも期待できる。今回のプロジェクトはセンタ

ー長からの命で動き出し実施してきたが活動におけ

る反省点もみられた。今後このような活動を実施す

るモデルとして、ひとつの良い事例になったのでは

ないかと思う。 

 

 

氏名（所属） 藤田（製造システム） 

日時 令和 7 年 2 月 3 日（月） 15：30～19：00 

場所 山梨県立青洲高等学校(山梨県西八代郡市川三郷町) 

参加者 教諭 2名及び生徒 1名 

 山梨県立青洲高等学校は工業研究部の活動において導入されている 3D プリンタの出力がうま

くいかず、その改善について協力して欲しいとの要請があり現地でものづくり研修(3D プリンタ)

を行った。 

印刷不良を防ぐための３D プリンタの出力条件の見直し方やモデル形状の良し悪しについて説

明を行い、青洲高校の 3D プリンタで実際の出力を確認した。印刷物の確認をするとノズル原点

位置のずれによる定着層の不良がみられたのでこれの調整を行い定着性を改善した。また使用し

ているフィラメントの吸湿による印刷物表面の荒れを抑える設定について説明を行い、良好な印

刷結果を得ることができた。 
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氏名（所属） 碓井・笠原・西野（製造システム） 

講習期間 令和 7 年 02 月 13 日（木） 16：00～17：30  

講習名 「水素・燃料電池産業技術人材養成講座」成果報告会 

主催団体名 山梨大学研究推進・社会連携機構 水素・燃料電池技術支援室 

 水素・燃料電池技術支援室より案内があり、「水素・燃料

電池産業技術人材養成講座」成果報告会に参加し、発表を聴

講した。今年度の報告会は、被災時の水槽内の魚への自動給

餌・調光調温システムの構築や、屋外でも使用でき、-15 度

～60 度まで設定できる冷温庫などの発表があった。講座は

40 週 120 時間実施されており、通常業務を終えてからの参

加にも関わらず、成果物の質の高さに驚いた。 

ものづくり教育実践センターでは、その講習等を実施する

ために「ものづくり工房」を貸し出し、製造システムグルー

プでは、その成果の修了実習である成果物の部品製作を支援

していることから今回の成果報告会参加の案内があった。 

今後も水素・燃料電池技術支援室等の依頼に技術面で支援

していければと思う。 

 

 

氏名（所属） 小野，永田，望月，矢野（電子・情報） 

日時 令和 7 年 3 月 4 日（火），18 日（火）   8:30～12:50 

場所 山梨大学附属中学校 

参加者 2 年生 2 クラス各 36 名（計 72 名） 

 附属中学校の技術科担当教員・青柳教諭と事前に打ち合わせを行い、3/4、3/18 の 2 日間「ジャ

イロカー制作」の出張授業を行った。１日目は最初にジャイロカーについて簡単な説明を行った

あと、モーターと重りの接着、ケースの穴あけ、スチレンボードの作図と加工などを行った。2 日

目は 1 日目に制作した各パーツを組み合わせてジャイロカーを完成させた。 

 多くの生徒が楽しそうにジャイロカーを制作している様子が大変印象的であった。工作の難易

度についても丁度良く、ものづくりの楽しさを存分に体験してもらえたのではないかと思う。 

制作したジャイロカーが倒れずレール上を走行するためには、最後に車体を微調整する必要が

ある。生徒の多くが調整作業に苦労している様子だったので 

この点については、より簡単に調整出来るような方法や手順を 

考えたいと思う。 

 

 



65 
 

●令和６年度出張報告 

氏名（所属） 篠塚（計測・分析） 

出張期間 令和 6 年４月 10 日（水） 

研修・出張名 アルバック・ファイ株式会社 XPS 見学調査 

 アルバック・ファイ株式会社のデモルームに設置され

ている最新の XPS を見学し、デモ測定を行っていただ

いた。あわせて最新の機種で可能な測定機能・オプショ

ンとその性能について説明を受けた。現在、機器分析セ

ンターでは２０年前に設置された XPS の更新を検討し

ているところであり、本装置が更新候補として適当であ

るとの感想を抱いた。今後も引き続き、求める仕様につ

いて検討を重ねていくことにしたい。 

 

氏名（所属） 河村(計測・分析) 

研修・出張期間 令和 6 年 7 月 18 日(木)～7 月 19 日(金) 

研修・出張名 第一回 OIM School Basic コース 

主催団体名 アメテック株式会社 

昨年度、機器分析センターに設置してある FE-SEM(IT700HR)に新たな検出器として EBSD

検出器を取り付けた。本講習会では、EBSD の測定方法や解析方法に関して基礎～応用まで幅

広く教えていただいた。 

 講習会では EBSD の原理や測定方法、前処理についての座学を行い、その後解析について学

んだ。解析については、参加者一人一人にノート PC が貸し出され、実際に学んだことを解析

ソフトを用いて実践する形式で講習が行われた。座学

で学んだことをすぐ実践することができたため、非常

に身についたと感じる。 

この講習会を通して学んだ測定・解析についてしっ

かりと復習し、EBSD 測定を行うユーザーさんが良い

データ取得、解析を行えるようしっかりとサポートし

ていきたい。 

 

 

写真は最大 1 枚掲載 

（必須ではない） 

サイズ 45×60 ㎜程度 

文字位置の折り返しを 

「外周」に設定 
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氏名（所属） 杉山・石原(生命環境) 

研修・出張期間 令和 6 年 8 月 1 日(木) 

研修・出張名 ワインセミナー会場下見および国際発酵・醸造食品産業展視察 

10 月に山梨大学主催により東京で実施されるワインセミナーは、長らく会場となっていた

フクラシア品川が昨年閉鎖したため、新規会場として近隣の AP 品川で調整が行われている。

ただしセミナー内のワインテイスティング等があることから会場の動線確認と持込物品等につ

いて現地での確認調整が必須となり、今回会場下見を行い開催に向けて調整を行った。 

担当：片山氏 確認事項：当日の誘導人員配置場所・看板、講師控室、座席レイアウト、ワ

インの持込手順、ごみの廃棄、必要備品等 

午後には国際発酵・醸造食品産業展（東京ビックサイト）で最

新の醸造機器類の調査を行った。現在ワイン研では 1. ワインの

パウチ充填 2. オゾン水による充填ラインの殺菌消毒が課題に

なっているため、関係の深い企業数社と意見交換を行った。特に

パウチへの充填についてはエアの打ち込み・充填・脱気の各プロ

セスを実際に見学して今後の導入に向けての参考とした。 

 

 

氏名（所属） 河村(計測・分析) 

出張期間 令和 6年 8月 8日(木)～8月 9日(金) 

学会・研究会名 令和 6 年 EPMA 実技講習会 

主催団体名 マテリアル先端リサーチインフラ 

 令和６年８月９日に分子科学研究所で開催された、「令和 6 年 EPMA 実技講習会」に参加し

た。 

当日は、午前中に EPMA の原理や測定方法等についての座学を受け、午後からは実機を用

いての実技講習会に参加した。基礎的なことから丁寧に講習していただけたので、曖昧だった

ところや、知りたかったこと(測定時に元素に対してどの分光結晶を用いればよいか等)を学ぶ

ことができた。また実機を用いた講習では、座学で学んだことを、実際に装置を動かすことで

より深く自分の身につけることができた。 

機器分析センターに設置してある EPMA はメイン

で担当している装置ではないが、今回の EPMA 実技

講習会で学んだことを活かし、測定やメンテナン

ス、不具合対応についての研鑽を重ね、引き継げる

ようにこれからも頑張っていきたい。 
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氏名（所属） 勝又（計測・分析） 

出張期間 令和 6 年 9 月 5 日（木）～9 月 6 日（金） （2 日間）  

学会・研究会名 機器・分析技術研究会 2024広島大学 

主催団体名 広島大学 学術・社会連携室 未来共創科学研究本部 技術センター 

 本研究会は全国の大学・高専及び大学共同利用機関に所属する技術系職員が参加し、「機器分

析及びその他分析に携わる技術系職員が、技術研究発表ならびに討論を通じて技術の研鑽と向

上を図り、さらには相互の交流と協力により技術の伝承を行うこと」を目的として毎年開催さ

れているもので、本年は広島大学東広島キャンパスにおいて行われ、学内予算である令和６年

度前期先進事例調査等研修を利用して参加した。 

２日間の内容は、特別講演、広島大学コアファシリティ推進室企画によるイベント、技術職

員によるポスター発表及び口頭発表であった。ポスター

発表においては機器分析センター技術支援について、「電

子スピン共鳴装置の学内移設」の題目で発表を行い、他大

学の技術職員と意見交換を行った。さらに他大学の技術

職員による発表を通して議論を行い、先進事例や有益な

情報を得ることができた。これら得てきた知見を学内で

共有し、今後の技術支援に役立てていきたい。 

 

 

氏名（所属） 勝又（計測・分析） 

出張期間 令和 6 年 9 月 11 日（水）～9 月 13 日（金） （3 日間）  

学会・研究会名 固体 NMR 研修@岩手大学 

主催団体名 岩手大学 理工学系技術部 理工学系第三技術室 

機器分析センターにおいて担当する分析機器（核磁気共鳴装置：NMR）にかかわる、岩手大

学で開催された技術研修に参加した。講師は大阪大学 戸所泰人氏を迎え、本学機器分析セン

ターに設置されている NMR と同じメーカーであるブルカージャパン社製の実機を用いて、プ

ローブ交換（溶液 NMR から固体 NMR）とセッティング、標準試料を用いた分解能調整、固体

NMR の基礎とパラメータセット、多核種の一次元測定（27Al、29Si、31P）、二次元測定（13C）、

緩和時間測定（13C 縦緩和測定）などの測定を学び、合わせて学内の教員から預かったいくつ

かのデモサンプルを測定した。 

本学でも固体 NMR の多核種測定は積極的に行われて

いるが、メーカーが測定を保証する核種でないため、導入

後にパラメータセットなどを行いそれぞれのサンプルに

合わせて最適化する必要がある。本研修で学んだことを

活かし、学内の固体 NMR 測定技術をより充実させていき

たいと考えている。 

 



68 
 

氏名（所属） 山本（計測・分析） 

出張期間 令和 6 年 9 月 18 日（水）～20 日（金） 

研修・出張名 酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習 

主催団体名 （一社）山梨県労働基準協会連合会 

 酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習に 3 日間の日程で受講し、座学および救急蘇生

法の実技試験、酸素及び硫化水素濃度測定方法の実技試験、講習修了試験を受験し、資格取得

した。座学の詳細は、酸欠の労災発生事例、酸欠危険作業主任者の職務と役割、酸素欠乏症等

の病理と症状、酸欠及び硫化水素中毒の原因及び防止対策、保護具、事故時の退避および救急

処置、災害事例、関係法令等。私は機器分析センター支援業務の中で、液体窒素を取り扱う業

務がある。液体窒素は窒息性のガスであるため、貸し出

し取り扱う者は必ず受講すべき研修であると感じた。

また、一時救命処置の実技試験を通し、実際に酸欠事故

が発生してしまった場合、どのような対応をすべきか、

シミュレーションをすることができた。まずは事故を

起こさない、起こさせないことが大前提である。この講

習を受講して安全衛生の知識向上を図ることができ

た。今後、日々の業務に生かし反映させたい。 

 

 

氏名（所属） 篠塚、河村（計測・分析） 

出張期間 令和 6 年 10 月 11 日（金） 

研修・出張名 機器・分析センター協議会総会・技術職員会議・シンポジウム 

主催団体名 機器・分析センター協議会 

 機器・分析センター協議会は機器分析に関する協力・情報交換を行い、分析機器の適切な管

理・有効利用を通して科学技術の発展に寄与することを主要な目的とする会である。全国の国

立大学法人等において共用機器を保有する部局・センターが中心となって活動を行っている。

会議では機器共用の取り組み、技術職員の有効活用等についての発表と、それに関して活発な

意見交換がなされた。これらの意見と他大学の事例も参考に、本学における機器分析センター

の運営の一助としたいと考える。 
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氏名（所属） 杉山・石原（生命環境） 

研修・出張期間 令和 6 年 10 月 19 日(土) 

研修・出張名 山梨大学ワインセミナー 運営補助 

主催団体名 山梨大学ワイン科学研究センター 

生命環境 Gr（ワイン研担当）は山梨大学主催によるワインセミナーの運営補助を行った。 

東京・品川の AP 品川 F ルームにて行われた当セミナーは、一般参加者約 70 名の参加者が

あり、本学中村学長の開講の言葉ののち、ワイン科学研究センター柳田教授・青木助教および

山梨県産業技術センターワイン技術部の木村先生による講演 3 題が行われた。最後に山梨県ワ

イン酒造組合副会長の庄内先生による山梨県産ワイン 7 点（甲州 3 点・ソーヴィニヨン・ブラ

ン 1 点・マスカットベーリーA 1 点・メルロ 1 点）のテイスティングが行われた。 

 約 4 時間のセミナーにおいて、生命環境 Gr 職員

は事前の会場設営、受付業務、施設整備、ワインサ

ービス、撤収作業等を滞りなく遂行した。 

 

 

 

 

氏名（所属） 小宮山、近藤（製造システム） 

研修・出張期間 令和 6 年 11 月 7 日 

研修・出張名 JIMTOF2024  第 32 回日本国際工作機械見本市 

主催団体名 一般社団法人 日本工作機械工業会、株式会社 東京ビッグサイト 

 JIMUTOF2024（第 32回日本国際工作機械見本市）が 11 月 5 日から 11 月 10 日にわたり東京

ビッグサイトにて開催され、11 月 7 日に参加した。 

JIMUTOF2024 は工作機械およびその関連機器等における国

際間の技術交流をはかるものである。また、工業分野の多岐

にわたる企業がブースを出展し多種多様な最新の工作機械等

に触れながら見学することが出来る。 

本出張では製造システムグループの業務に関するものとし

て主に工作機械、機械工具（切削工具等）、その他関連機器に

ついての最先端技術の情報の収集を行った。特にウォーター

カッターやファイバーレーザーの技術は進歩しており、加工

精度及び加工速度の向上が見られた。 

今後は本出張で得られた知識を授業及び加工に生かしてい

きたい。 
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氏名（所属） 山本（計測・分析） 

出張期間 令和 6 年 11 月 27 日（水） 

研修・出張名 日本電子株式会社 FE-TEM、FIB-SEM 見学調査 

主催団体名 日本電子株式会社 

現在、機器分析センターでは次期概算要求として集束イオンビーム加工装置・走査電子顕微

鏡複合装置(FIB-SEM)を、またその他の大型機器申請候補として電界放射型走査透過電子顕微鏡

(FE-TEM)を挙げている。予算採択決定前だが、事前に購入希望候補として挙がる装置の情報収

集のため、日本電子株式会社のデモルームを訪問した。主な内容は、最新 FIB-SEM 加工・観察・

分析、冷陰極型電子銃 FE-TEM とフィラメント型電子銃 FE-TEM での観察・分析のデモンスト

レーション見学、また、これらの機種で可能な測定機能・オプションとその性能、装置維持管

理等について情報収集した。あわせて、装置の構成候補

の確認や、今後の実試料によるデモンストレーションの

依頼内容等の話し合いを行った。その他、申請候補外の

機器についても見学(極微小単結晶構造解析装置、TEM

前処理装置、最新のフィラメント SEM 等)させていただ

いた。今後、収集した情報を精査し全学利用者が求める

仕様について検討を重ねていきたい。 

 

 

氏名（所属） 碓井（製造システム） 

日時 2025 年 2 月 18 日（火）9：20～10：20  オンライン参加 

学会・研究会名 令和６年度創造研究成果発表会 

主催団体名 山梨県立甲府工業高等学校・創造工学科 

 山梨県立甲府工業高等学校の令和 6年度創造研究成果発表会にオンラインで参加した。今回

の成果発表会は、令和７年に卒業する学生の１年間の取組み(成果)を発表する場になっており

多くの関係者等が参加していた。今回は、１７名の発表者のなかの「マジックメタルの製作」

と題した古屋さんの発表をオンラインで聴講した。今回、古屋さんの発表を聴講したのは、古

屋さんの研究課程で、山梨大学の山中先生からものづくり教育実践センターの紹介があり、私

の方で研究のアドバイス等をさせていただいたこ

とがきっかけで、古屋さんから発表会に参加して

ほしいという連絡を受けたためである。 

発表内容はすばらしく、技術職員である我々も

参考になる内容になっており勉強になった。簡単

なアドバイスではあったと思うが、古屋さんの研

究成果になったのであれば良かったと思う。 
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氏名（所属） 杉山・石原（生命環境） 

出張期間 令和 7 年 2 月 19 日（水）～20 日（木） 

研修・出張名 業務打ち合わせ＠キヤノンファインテックニスカ㈱三郷本社 

主催団体名  

 ワイン科学研究センターシン・山梨大学ワインプロジェクトのラベル作成に関して、キヤノ

ンファインテックニスカ㈱より令和 6 年度 10 月よりラベルプリンターの貸与を受け、プリンタ

ーの使用感やワインの表ラベル作成への応用について意見交換を行っている。 今回は貸与いた

だいているプリンターの後継機（出張時未発売）の印刷試験を主な目的として訪問した。 

〈一日目〉株式会社日立製作所より温度感知ラベルに

ついて説明・ヒアリング、キヤノンファインテックニ

スカ㈱よりプリンター後継機の製品説明・ヒアリン

グ・ディスカッション〈二日目〉印刷会 

 印刷会ではシン・山梨大学ワインロゴマーク、デラ

ウェアワインラベルなど様々なデザインのラベル印

刷や約 40 種類の紙への印刷などを行い、表ラベルに

とって重要となるデザイン、紙そしてプリンターとの

相性について意見交換ができた。 

 

氏名（所属） 石原麻由（生命環境グループ） 

出張期間 令和 7 年 3 月 4 日（火）～13 日（木） 

研修・出張名 第 118 回酒類醸造講習（ワイン短期コース) 

主催団体名 独立行政法人酒類総合研究所・日本ワイナリー協会 

 独立行政法人酒類総合研究所と日本ワイナリー協会が共催で実施している酒類醸造講習（ワ

イン短期コース）に令和 6 年度後期先進事例調査等研修を利用し参加した。講習の目的は、「ワ

イン製造技術者を養成するために、ワイン製造の経験の浅い方を対象として、基本的な知識及

び分析・官能検査技術などの習得」であり、全国各地から選考・抽選された 20 名が参加した。

講習は酒類総合研究所で行われ、講習カリキュラムが土日を除く 8 日間で組まれ、開催された。 

開講式から始まり、分析実習、官能検査法、醸造用

ブドウ栽培の実際、ワイン醸造の理論と実際、酒税法

と実務など、ワイン製造からワイナリー経営といった

参加者の実務に沿った講習が組まれていた。最後に閉

講式が行われ修了証書を受け取り講習が終了した。 

期間中には参加者同士で意見交換を行い、情報収集

の良い場となった。今回得た知識はこれからの業務に

活かしていきたい。 
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振動選果台（醸造用ブドウ） 

 

 

 

 

4. センターの利用案内 
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4.1 センターの利用案内 
 

当センターでは、教育支援、研究支援、装置・部品の製作依頼など、全て各様式による「依

頼書」に基づいて行われています。 ま た 教 職 員・学 生 が 当 セ ン タ ー の 設 備 を 利 用

し 、 自 ら 加 工 を 行 う 自 主 加 工 に も 対 応 し て い ま す 。 以 下 に セ ン タ ー 利 用 方

法 の 概 要 を 示 し ま す 。  

 

4.2 業務依頼方法 

業務依頼者(基本的に教職員（支払責任者）)は、ものづくり教育実践センターホーム

ページ (http://www.cct.yamanashi.ac.jp/)の「教職員の方へ＞業務依頼等の申込み(学内専

用 ) 」 に 掲 載 さ れ て い る 業 務 依 頼 書 に、必 要 事 項 を 記 入 し た う え で メ ー ル

(tsukuri@yamanashi.ac.jp)宛に送信・申し込みをして下さい。 

業務終了後は、業務依頼書の「業務終了報告書」欄に依頼者の氏名を記入し、センター

へ提出して下さい。この流れを図 1 に示します。 ご不明の点はセンターまでお問い合わせ

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ものづくり教育実践センター業務依頼システム 

①・②業務依頼者は、業務依頼書に必要事項を記入のうえ当センターにメールにて申し込んで下さい。業務

依頼者と業務担当者間で事前打ち合わせも可能です。直接ものづくり教育実践センターへおいで下

さい。この場合、処理がよりスムーズになります。 

③ 業務依頼書に基づき、センター・各グループ長・業務担当職員で協議のうえ、承諾か否かの決定

を行います。 

④・⑤グループ長は依頼書に、承諾・未承諾について記入を行うと同時に業務依頼者へ通知します。 

⑥・⑦担当職員は、業務依頼者の元で業務を行い、業務終了後に業務報告書をグループ長に提出します。 

 ※緊急業務の場合、依頼書の提出は業務終了後で構いませんが、業務担当職員はグループ長に事後報

告を必ず行って下さい。 
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4.3 自主加工における利用施設と利用方法 

 当センターでは、教職員・学生による自主加工に対応しております。設備の利用の際には、

設備の破損を防ぐため、また設備を安全に使用するためにも事前の講習会の受講をお勧め

します。定期的な設備の利用講習会の他、臨時の講習会にも対応しておりますので、ご相談

下さい。利用したい設備によっては、ライセンスが必要な場合もあります。以下に当センタ

ーで利用できる施設と利用方法をご案内します。 

 

【利用可能施設について】 

 ・ものづくり教育実践センター・本館（情報メディア館東隣） 

 ・ものづくり工房（A1 号館２階東端） 

 ・ものづくりプラザ（B1 号館１階） 

 ・電子工作室（B2 号館１階） 

 各施設における利用方法の概要は次ページ以降をご参照頂くか、又はものづくり教育実

践センターホームページ (http://www.cct.yamanashi.ac.jp/)をご覧下さい。ご不明の点はセンタ

ーまでお問い合わせ下さい。 

 

【入退室管理システムについて】 

 各施設には入口にパソコン入力による入退室管理システムが稼働しております。利用者

はシステムでの入室の入力と、退室時には使用機器・装置、使用時間等の入力をお願いして

おります。各施設の入口に専用 PCと案内板がありますので、必ず入力をお願いいたします。 

 

【ライセンス制について】 

 ライセンス制対象の設備の利用に際しては、必ず規定時間以上の事前講習会を受講して

下さい。機器を安全に利用するために必要な知識と技量を最低限身に付けた者にのみライ

センスを発行します。詳しくは「センターホームページ＞教職員の方へ（あるいは学生の方

へ）＞ライセンス制度（学内専用）」に掲示してある「実施要領」をご参照下さい。 

 

【利用料金について】  

 設備によっては利用料金が発生するものがあります。詳しくは「業務依頼等の申込み(学

内専用)」ページにある参考資料「業務依頼および自主加工等の課金に関する内規及び

課金額」をご参照下さい。 

 

【安全心得について】 

 毎年度、山梨大学工学部より発行される「実験・実習における安全マニュアル」を熟読して下

さい。特にものづくり教育実践センターに関係する部分は、「４．機械系における安全マニュア

ル」「５．電気系における安全マニュアル」になります。また、センターHP 上にも「安全マニ

ュアル」を掲載していますので合わせてご確認ください。各施設の利用に際しては、必ず担当職

員の指示に従って下さい。利用中には物品の整理整頓、利用後には利用装置周辺の清掃をお願

いいたします。また各施設では一切の飲食を禁止しております。 
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4.4 「ものづくり教育実践センター・本館」利用案内 

 ものづくり教育実践センター・本館では施設に設置されている様々な加工機を利用して各種実

験装置、実験材料の製作を行っています。利用方法は主に「自主加工」による方法と「受託加工」

による方法があります。また、当センターの授業である実習や実験時にも、施設を利用しており

ます。 

【ものづくり教育実践センター・本館について】 

 この施設は、図 1 に示す通り、北棟と南棟に分かれており、北棟には、主に溶接、鍛造、鋳造、

板金ができる作業スペースを有しています。南棟には主に旋盤、フライス盤、CAD/CAM、NC 工

作機械など多くの工作機械や測定機器、作業台等を有しています。金属加工を主に、樹脂各種、

木材などの加工も高い精度の加工をすることが可能になっています。また、備品である工具や書

籍などの一部貸出も行っています。 

 

【主な設備について】 

各棟には主として以下のような設備が設置されています。（詳細は付録を参照下さい。） 

＜北棟＞ 

TIG 溶接器、交流アーク溶接器、ベンディングマシン、コークス炉、電気炉、高速切断機、

シャーリング、帯鋸盤、コンターマシン、砂型鋳造、ショットマシン、サンドブラスターほ

か 

図 1 「ものづくり教育実践センター・本館」平面図 
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＜南棟＞ 

普通旋盤、精密卓上旋盤、NC フライス盤、立てフライス盤、ターニングセンター、工具研磨

機、両頭グラインダー、平面研削盤、ワイヤー放電加工機、レーザ加工機、ファインカット、帯

鋸盤、卓上ボール盤、直立ボール盤、横フライス盤、マシニングセンタ、レーザ彫刻機、CAD/CAM、

ダイヤモンドソー、ほか 

 

【開室時間について】 

  利用時間は 8 時 30 分から 17 時までとします。(17 時 15 分に完全退出して下さい。) 

 年間の予定表は表 1 の通りです。〇印が利用可能時間帯になります。ただし、授業の変更及び

学生の休み中は、この限りではないので詳細は職員にご確認下さい。 

 

表 1 「ものづくり教育実践センター・本館」利用時間予定表(R6.12 現在) 

曜日 
前 期 後 期 

8:30～12:00 13:00～17:00 8:30～12:00 13:00～17:00 

月 ○  ○(~14:30) ○ ○  

火 ○ ×＊1 (実験) ○ ×＊1 (実験) 

水 ○ ×(実習) ○ ×(実習) 

木 ○ ×(実習) ○ ○ 

金 ×＊1 (実習) ○ ×＊1 (実習) ○ 

＊1 一部利用可能施設あり(実験に支障のない施設は使用可) 

 

【利用方法について】 

●自主加工 

 ものづくり教育実践センターの事務室へ自主加工を申し込んだ後、入退出管理システムへの入

力をお願い致します。(退出時にも行って下さい。) 材料及び工具など(バイト・エンドミル・ド

リル刃等)は各自で用意して下さい。自主加工は基本的には無料ですが、NC 工作機械については

消耗品代を申し受けます。また、一部 NC 工作機械についてはライセンス制を導入しているので

講習会の受講をお願いします。(ライセンス詳細はセンターHP をご確認下さい。)  

利用資格者は、山梨大学教職員・山梨大学学生です。その他は、特に許可を受けた者とします。 

●受託加工 

教育・研究活動を支援するために、全学・施設からの製作に応じています。依頼の方法は、｢製

作依頼票｣がセンターHP 上もしくはものづくり教育実践センター事務室に備えてありますので、

必要事項を記入のうえ、設計・製作図等と一緒にご持参していただき依頼をお願い致します。 

加工料金は、ものづくり教育実践センターの工具・消耗品などの購入目的で申し受けておりま

すが、外注と比較して低料金に設定しておりますのでご理解下さい。 

施設の案内・利用方法等の詳細に関しては、「ものづくり教育実践センターホームページ＞セン

ター紹介｣をご参照下さい。 
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4.5 「ものづくり工房」利用案内 

 当センターの授業「PBL ものづくり実践ゼミ」(３，４年対象)を実施する場所として、「ものづ

くり工房」（A1 号館 2 階東端）が開室しております。この施設を授業開講時（前期：毎週月曜日

V 限、後期：毎週月曜日および金曜日 V 限）以外にも有効活用することを目的とし、施設および

設備を供用します。 

 

【ものづくり工房について】 

 この施設は、図 1 に示す通り、多目的スペース（約 40 ㎡）、作業スペース（約 80 ㎡）、工作ス

ペース（約 40 ㎡）を有しており、利用者の目的に応じて使い分けることができます。多目的スペ

ースはプレゼンテーション機器を備え、最大 15 名程度を収容することができます。作業スペース

は 8 台の大型作業台があり、最大 50 名程度を収容し各種作業をすることが可能です。工作スペー

スには小型卓上旋盤やフライス盤などの工作機械数台があり、簡単な機械工作を行うことができ

るほか、ハイトゲージや電子天秤などの測定機器を使って工作物の寸法精度などを測定すること

もできます。また隣接した資料作成室では、備品の貸出も行っております。 

 

 
図 1 「ものづくり工房」平面図 

 

【設備・備品について】 

各スペースには主として以下のような設備・備品が設置されています。 

 

＜工作スペース＞ 

卓上精密高速旋盤、卓上小型旋盤、卓上フライス盤、卓上小型フライス盤、帯鋸盤（コンタ

ーマシン）、卓上糸ノコ盤、卓上ボール盤、両頭グラインダー、折り曲げ機、小型ハンドソー、

アクリルベンディングマシン、リニアハイト、定盤、顕微鏡、電子天秤、ハイトゲージ、ほか 
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＜作業スペース＞ 

３D プリンタ、定温乾燥機、超音波洗浄器、デジタルマルチメータ、オシロスコープ、ファ

ンクションジェネレータ、直流定電圧定電流電源、作業台、産業用工具セット、充電式電気

ドリル、温調式ハンダゴテ、ハンダ吸取り機、デジタルノギス、組ヤスリ、ほか 

 

＜多目的スペース＞ 

デスクトップパソコン、プロジェクタ、ブルーレイレコーダ、大型液晶モニタ、ほか 

 

＜資料作成室＞ 

デジタルフルカラー複写機、カラーマネジメントディスプレイ、デジタルカメラ、ビデオカ

メラ、表面粗さ計、ディスクグラインダ、ブロックゲージ、ピンゲージ、ほか 

 

【オープン時間について】 

 教職員が常駐しているオープン時間の予定表は表 1 の通りです。 

 

表 1 「ものづくり工房」オープン日程予定表 

曜日 
前 期 後 期 

9:30～12:00 13:00～17:00 9:30～12:00 13:00～17:00 

月 ○ ○＊（～16:00） ○ ○＊（～16:00） 

火 ○ ○ ○ ○ 

水 ○ × ○ × 

木 ○ ○ ○ ○ 

金 ○ ○ ○ ○＊（～16:00） 

＊注）16:30 から「PBL ものづくり実践ゼミ」が利用するため 16:00 まで。 

 

【利用方法について】 

 ものづくり工房の施設および設備を利用するには、原則として事前予約をする必要があります。

予約ができるのは本学教職員のみとします。学生は予約できません。また、ものづくり教育実践

センターの予約を優先しますので、あらかじめご了承下さい。 

 またものづくり教育実践センターの授業、上記による予約以外では自由に利用ができます。利

用する際には常駐する職員に声をかけるとともに、入退室管理システムへの入力をお願いいたし

ます。 

 施設の案内・利用方法等の詳細に関しては、「ものづくり教育実践センターホームページ＞教職

員の方へ（在学生の方へ）＞「ものづくり工房」利用案内」をご参照下さい。またご不明な点は

ものづくり教育実践センターへお問い合わせ下さい。 
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4.6 「ものづくりプラザ」利用案内 

 

【ものづくりプラザについて】 

 「実践ものづくり実習」を実施する場所として「ものづくりプラザ」（B1 号館 1 階、南門正面）

があります。「実践ものづくり実習」では陶芸・電子工作・3Ｄデザイン・ガラス細工・雨畑硯の６

コースあり、毎週金曜日Ⅴ限に開講しています。 

「ものづくりプラザ」の有効活用として、３Ｄデザイン設備の一部を供用しております。 

【供用設備】 

 切削機 １台  3D スキャナー 1 台   パソコン 6 台 

設計解析ソフト 3DCAD SolidWorks 教育目的のみ利用可  

 写真編集ソフト（Photoshop / PhotoDirector） 

 動画編集ソフト （PowerDirector） 

 デザインソフト （Illustrator） 

【３Ｄデザイン開室時間 および 利用方法】 

月曜～金曜日 

９：００～１２：００ １３：００～１７：００ 

水・金 曜日は実習のため 午後 利用できません。 

下記案内図 ものづくりプラザ準備室にて受付を行いご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ものづくりプラザ」案内図 
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4.7「電子工作室」利用案内 

 

【電子工作室】 

山梨大学の学生及び教職員が自由に回路製作を行える場所です。場所は B2号館の 1階です。プ

リント基板 CAD ソフト・基板加工機・エッチング装置・各種工具があり基板製作やはんだづけを

行うことが可能です。また、製作した回路の動作確認のために必要な器具、オシロスコープ・テ

スタ・電源などがあり、自由に使用することができます。開室中は職員が常駐していますので、

回路製作のアドバイスもしています。 

 

 

 

【設備・備品】 

・ハンダ付け関係道具  はんだごて、はんだ、ワイヤストリッパ、ラジオペンチ、 

ニッパ、はんだ除去器、配線用電線など 

・基板製作関係道具   基板加工機、エッチング関係器具、ミニドリルなど 

・電源         直流可変電源、直流安定化電源など 

・測定機器       オシロスコープ、テスタ、LCR メータ、発振器など 

・切削加工機      ミニフライス盤、小型旋盤 

 

【場所・開室時間】 

表 1   電子工作室の利用日程 

開室時間 月 火 水 木 金 

午前  9：00～12：00 〇 〇 〇 〇 〇 

午後 13：00～17：00 〇 〇 〇 〇 △ 

注)：△16:00 まで 

 

 

 

図 1 「電子工作室」平面図 
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ものづくり教育実践センター製造システム技術室 

工学部 メカトロニクスコース 教授 牧野浩二 

 

数多くの製作依頼をしておりますが、本記事ではタマネギの選別自動化装置の製作依頼事

例を紹介いたします。タマネギは出荷前に人手ですべて確認をしています。これを AI で見

分けて自動的に選別する装置の部品や機構の製作を依頼しました。農作物は一定の形をして

いないため、事前に準備して製作しても、実際に使ってみると不具合がたくさん生じます。

農作物の収穫できる時期は短いため、その改善は時間との勝負となります。しかし、詳細な

設計をしてから、製作の検討という時間はありません。製造システム技術室にはそれに対応

いただける技能を持つ人員がそろっており、問題点を共有し、改善の方策を話し合いで行う

ことで、解決に向けた提案をいただけるだけでなく柔軟な対応をして、期間内での機器製作

をいただくことができました。さらに、この自動 

化に当たり、電子・情報技術室の方にも伝送系の 

設計もお願いし、機器全体の製作にもご協力いた 

だきました。外注ではできないスピードと対応力 

となっており、本学のものづくりにはなくてはな 

らない存在です。 

ものづくり工房 

工学部 メカトロニクスコース 教授 寺田英嗣 

 

医療機器産業技術人材養成講座にて利用させていただきました。この講座は、社会人を対

象として１８時から２１時まで行われるもので、前期は医学部の先生方の講義、後期は医療

機器となりうる機器の作成といった構成となっています。ものづくり工房は、後期の作成の

場として使用しました。機器の作成は個人で行うのではなく、全体を３から４つの班に分け、

それぞれの班で１つの機器を作成します。アイデア出しや整理には、可動式のホワイトボー

ドが活躍し、議論の活発化を促進できました。実際に作る際には、ニッパーやハンダコテ、

ノギスといった小型機器だけでなく、フライス盤やボール盤などの機器が使える環境がある

ことも製作の加速化につながりました。また、広い場所が使えるため、車いすの改造のよう

な大型機器の開発も問題なく行うこ 

とができました。いつでも問題なく 

使用できる環境に整えて頂いていた 

ことで、講義をスムーズに行うこと 

ができました。来年度以降も使用さ 

せていただく予定としております。 

 

4.8 センター利用者の声 
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ものづくりプラザ 

工学部2年 

 

私は、自主学習として、主にイラストレーターという 2D デザインソフトと、ソリッドワ

ークスという 3DCAD ソフトを利用させていただきました。このようなソフトはあまり使用

したことがなかったのですが、最初に先生が教えてくださったりマニュアルを貸して下さっ

たりしました。 

ソフトは両方ともとても使いやすく、イラストレーターでは手がきではなかなか難しい渦

巻き模様が簡単にかけたり、ソリッドワークスでは左右対称の位置への穴あけが短い手順で

かけたりしました。 

とても楽しく使わせていただいたので、これからも利用したいと思います。 

 

電子工作室 

工学部学生 I.A 

 

電子工作室を利用させていただきましたが、電子工作に必要なツールや機材が豊富に揃っ

ており、その充実した設備と素晴らしいサポートに感動しました。 

私は半田、半田ごて、テスタを使用しましたが、初めての利用でもスタッフの方々が丁寧

に使い方を教えてくれたおかげで、スムーズに作業することができました。電子工作室は清

潔で整理整頓されていて、集中して作業に取り組むことが出来るので、初心者から経験者ま

で幅広く回路作製が行える場所だと思います。 

また、他の利用者との交流も楽しく、新しいアイディアや技術を共有できる場としても大

変有意義です。定期的に開催されている講習会等にも参加してみたいと考えています。電子

工作室は回路作製のための場所に留まらず、ものづくりの楽しさを体験できる素晴らしい施

設であり、今後も利用したいと思っています。 
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機器分析センター 

クリスタル科学研究センター 研究助教 矢﨑 智昌 

 

いつも利用させていただき、大変感謝しております。汎用的な装置が多く、どの機器を使

っても、保守管理がしっかりと行き届いていると感じます。また、各機器にはユーザーに必

要な情報がしっかりとまとめられた操作マニュアルが用意されており、万が一トラブルが起

こった際には、技術スタッフの皆様が迅速かつ的確に対応してくださるため、初心者でも安

心して利用できる環境が整っています。このように、利用者にとってのハードルを下げる工

夫や、利用のしやすさを追求した細やかな配慮があるおかげで、非常に快適に利用させてい

ただいております。 

この使いやすい環境が整っているのは、職員の皆様の日々の努力と、普段からの丁寧な取

り組みの成果だと感じています。利用者としても、この素晴らしい環境に甘えることなく、

自分自身のリテラシーを高め、機器を適切に利用する意識を持つことが大切だと考えており

ます。職員の皆様の献身的なサポートに深く感謝するとともに、そのご厚意に依存すること

なく、今後も機器分析センターを有効に活用させていただきたいと思います。ありがとうご

ざいます。 

食品栄養学の観点からの小曲農場利用 

生命環境学部 地域食物科学科 教授 望月和樹 

 

 私は、生命環境学部 地域食物科学科で食品栄養学を教えておりますが、小曲農場を利

用しております。食品栄養学は、収穫後の農産物をどの様に摂取すると健康的な生活を営め

るかを教える学問であり、通常は、栽培実習はせずに教えることが多い学問です。私は、野

菜・果樹栽培実習という実習の中で、栽培実習と連携しながら、食品利用や栄養的価値を教

えております。学生も農場の実習と食品栄養学の講義・実習が連動することによって、栽培

方法、産地の違いにより、食品利用や栄養的価値が異なることをよく理解できる様になって

いる様です。圃場の職員の方々も、栽培、食品利用、栄養と繋げるための栽培や、講義、実

習に非常に協力してくれており、大変お世話になっております。 

今後も、農場を利用し、栽培、加工、栄養を繋げる教育を実施していきたいと考えており

ます。 
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溶接室 
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1. センター沿革 

 

年 月 センター沿革 山梨大学沿革 

大正１３年 9 機械工学科の工場として発足 山梨高等工業学校と改称 

昭和 ２年 5 機械工学科工場完成：木造平屋 210 坪   

昭和１９年 4   山梨工業専門学校と改称 

昭和２４年 5 機械工学科機械工場へ再編 山梨大学設置 

昭和３７年   工学部の施設となる   

昭和４４年 4 機械工場棟新築 保健管理センター設置 

平成１４年 10   
新｢山梨大学｣が開学(山梨医

科大学と統合) 

平成１５年 4 
学内措置として｢ものづくり教育実践センター｣設

置 
留学生センター設置 

平成１６年 4   国立大学法人山梨大学設置 

平成１７年 4 工学部附属ものづくり教育実践センター設置   

平成１８年 3 ものづくり教育実践センター南館設置   

平成１８年 4 
工学部技術職員のものづくり教育実践センターへ

の再配置 
  

平成１９年 3 ものづくりプラザ改装完了   

平成２０年 3 電子工作室 OPEN   

平成２２年 4 ものづくり工房 OPEN   

平成２４年 4 組織改編／職員再配置 新学部設立／学部改編 

令和 6 年 4 組織改変／技術グループ化 
工学部 100 周年／学部改

編 

令和 6 年 12 
計測・分析グループ機器分析センター所属職員が

研究機器統轄センターへ異動 
 

令和 7 年 1 精密工作室および溶接室取り壊し  
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2. センター利用実績(授業を除く) 

 

◆ものづくり教育実践センター 利用実績        ◆電子工作室 利用実績 

     受託加工依頼件数               電子工作室利用者数 

                    

            ◆本館利用実績                        ◆ものづくりプラザ 利用実績 

本館利用者数               ものづくりプラザ利用者数 

                    

                           

  ◆ものづくり工房 利用実績 

    ものづくり工房利用者数 

       ※1令和 6 年度は令和 7 年１月 31 日現在 

                      ※2利用者数はすべて述べ人数 

年度 件数
平成30年度 287
令和1年度 342
令和2年度 331
令和3年度 327
令和4年度 350
令和5年度 331
令和6年度 342

年度 件数
平成30年度 360
令和1年度 303
令和2年度 61
令和3年度 77
令和4年度 550
令和5年度 709
令和6年度 442

年度 件数
平成30年度 928
令和1年度 1068
令和2年度 613
令和3年度 450
令和4年度 631
令和5年度 564
令和6年度 491

年度 件数
平成30年度 248
令和1年度 106
令和2年度 56
令和3年度 98
令和4年度 80
令和5年度 68
令和6年度 51

年度 件数
平成30年度 1669
令和1年度 1312
令和2年度 342
令和3年度 274
令和4年度 315
令和5年度 408
令和6年度 366
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3. ものづくり教育実践センター運営委員会開催記録 

 
【令和 5 年度】 
○第 1 回運営委員会（2023/6/7） 

【報告事項】 

１．R5 年度ものづくり教育実践センター職員の配置

について 

２．R5 年度ものづくり教育実践センター運営委員名

簿について 

３．R5 年度前期授業の履修状況について 

４．R6 年度設備マスタープランへの応募について 

５．R5 年度教育関連プロジェクトの応募について 

６．R4 年度ベスト・ティーチング・アワードの応募

について 

７．学外ものづくり研修について 

８．実践ものづくり実習の抽選漏れ学生への対応につ

いて 

９．ものづくり教育実践センター活動報告書について 

(1) 令和 3, 4 年度 第 9 号 第 10 回編集委員会

議事録 

(2) 令和 5, 6 年度 第 10 号 第 1 回編集委員会

議事録 

１０．その他 

  (1) 事業・実施報告書の提出について 

(2) 見学対応・研修実施・出張報告について 

【協議事項】 

１．R4 年度分野横断型 PBL 推進事業の決算につい

て 

２．R4 年度教育関連プロジェクトの決算について 

３．R5 年度分野横断型 PBL 推進事業の予算案につ

いて 

４．実践ものづくり実習のガイダンスおよび抽選につ

いて 

５．副センター⾧とセンターの組織運営方針について 

・副センター⾧について 

・センターの組織運営方針について 

６．その他 

 
 
 
 
 
 
 
 

○第 2 回運営委員会（2023/10/5） 

【報告事項】 

１．後期 PBL ものづくり実践ゼミの課題について 

２．工学部オープンキャンパス（8/5（土））に関し

て 

３．「山梨県内高校教員向けものづくり研修」の実施

について 

４．R5 年度 教育関連プロジェクトの申請結果につ

いて 

５．R4 年度ベスト・ティーチング・アワードについ

て 

６．R5 年度 理工系推進経費について 

７．実践ものづくり実習の体験会について 

８．R5 年度 施設設備概算要求について 

９．R5 年度「ものづくり体験講習」と「SDGs 講

習」の実施と予定について 

１０．その他 

・見学対応・研修実施・出張報告について 

【協議事項】 

１．（継続審議）センターの組織運営方針について 

２．その他 
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○第 3 回運営委員会（2024/1/18） 

【報告事項】 

１．令和 5 年度後期授業の履修状況について 

２．令和 5 年度ミッション実現戦略経費「ものづく

り能力獲得のための分野横断型 PBL 推進事業」 

について 

(1) PROG テストの実施について 

 (2)「PBL ものづくり実践ゼミ」の受講者数につい

て 

(3)予算の執行について 

 (4)「3D プリンタ利用講習会」「基板加工機利用講

習会」について 

(5)「学外向けものづくり研修」の実施結果とアン

ケート結果について 

３．令和 7 年度施設整備費概算要求事業について 

４．令和 6 年度収入・支出予算に係る新規事業等の

所要額等調について 

５．共通テスト試験監督者の割り振りについて 

６．その他 

  ・見学対応・研修実施・出張報告について 

【協議事項】 

１．機械加工実習等における負担額（案）について 

２．センター公式 SNS の運用規定・運用方法につい

て 

３．現時点の R6 年度授業形態について 

４．（継続審議）センターの組織運営方針について 

５．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第 4 回運営委員会（2024/3/18） 

【報告事項】 

１．令和 6 年度プロジェクト成果定着支援経費に係

る要求の申請について 

２．令和 6 年度非常勤講師について 

３．令和 5 年度ミッション実現戦略経費「ものづく

り能力獲得のための分野横断型 PBL 推進事業」 

について 

(1)「PBL ものづくり実践ゼミ」の成果報告につ

いて 

 (2) 予算の執行状況について 

  (3)「学外向けものづくり研修」の実施結果につい

て 

４．令和 5 年度機械加工実習・業務依頼等の経費の

移算手続きについて 

５．ものづくり研修「ものづくり体験講習」について 

６．その他 

  ・見学対応・研修実施・出張報告について 

【協議事項】 

１．令和 6 年度 PBL ものづくり実践ゼミ開講プロ

ジェクトについて 

２．（継続審議）センターの組織運営方針について 

３．委任状について 

４．その他 
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【令和 6 年度】
○第 1 回運営委員会（2024/6/17） 

【報告事項】 

１．R6 年度ものづくり教育実践センター職員の配置

について 

２．R6 年度ものづくり教育実践センター運営委員名

簿について 

３．R6 年度前期授業の履修状況について 

４．R7 年度設備マスタープランへの応募について 

５．R6 年度教育関連プロジェクトの応募について 

6．学外ものづくり研修について 

7．ものづくり教育実践センター活動報告書について 

・令和 5, 6 年度 第 10 号 第 3 回編集委員会議事  

録 

8．その他 

  (1)事業・実施報告書の提出について 

(2)見学対応・研修実施・出張報告について 

(3)山梨日日新聞 週刊こぴっと 記事掲載について 

(4)精密工作室・溶接室の取り壊しについて 

【協議事項】 

１．R5 年度分野横断型 PBL 推進事業の決算につい 

て 

２．センター組織運営について 

３．ものづくり教育実践センター規程改正について 

４．ものづくり教育実践センター書類の様式変更につ

いて 

５．その他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○第 2 回運営委員会（2024/10/3） 

【報告事項】 

１．後期 PBL ものづくり実践ゼミの課題について 

２．工学部オープンキャンパス（8/3（土））について 

３．「山梨県内高校教員向けものづくり研修」の実施に

ついて 

・アンケート結果 

４．R6 年度 教育関連プロジェクトの申請結果につい

て 

５．R6 年度 理工系推進経費について 

６．実践ものづくり実習の体験会について 

７．R6 年度 施設設備概算要求について 

８．その他 

  ・見学対応・研修実施・出張報告について 

・第 72 回年次大会・工学教育研究講演会について 

・SNS 開設について 

【協議事項】 

１．R6 年度分野横断型 PBL 推進事業の予算案につ

いて 

２．センター業務依頼及び自主加工等の課金に関する

内規の修正案について 

３. その他 
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○第 3 回運営委員会（2025/1/8） 

【報告事項】 

１．ものづくり教育実践センター組織編成について 

２．ものづくり教育実践センター運営委員名簿につい 

  て 

３．令和 6 年度後期授業の履修状況について 

４．令和 6 年度「分野横断型 PBL 推進事業」について 

(1) PROG テストの実施について 

 (2) 「PBL ものづくり実践ゼミ」受講者について 

(3) 予算の執行について 

 (4) 「3D プリンタ利用講習会」「基板加工機利用講

習会」「ガラス細工講習会」について 

 (5) 「学外向けものづくり研修」の実施とアンケー

ト結果について 

５．令和 7 年度施設整備費概算要求事業について 

６．令和 6 年度収入・支出予算に係る新規事業等の所

要額等調について 

７．共通テスト試験監督者の割り振りについて 

８. 第１回技術発表会について 

９. 関東工学教育協会業績賞について 

１０．その他 

・見学・研修実施・出張報告について 

【協議事項】 

１．組織変更に伴う規定等の改正について 

・センター規程と運営委員会規程の改正について 

２．機械加工実習等における負担額（案）について 

３．R7 年度の実践ものづくり実習について 

４．その他 
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4. 設備一覧（固定資産管理物品） 

 

 

資産名称 取得年 所在場所

小型レーザ加工機（V460/30W ユニバーサルレーザシステムズ） 平成17年 製造システム技術室

ガスヒーポン 平成17年 製造システム技術室

万能工具研削盤 平成17年 製造システム技術室

高速精密切断機 平成17年 製造システム技術室

鋸盤 平成17年 製造システム技術室

旋盤（池貝AM20） 平成16年 製造システム技術室

4尺旋盤（テクノワシノLR-55A型） 平成16年 製造システム技術室

4尺旋盤（テクノワシノLR-55A型） 平成16年 製造システム技術室

4尺旋盤（テクノワシノLR-55A型） 平成16年 製造システム技術室

TIG溶接機（ダイヘン 500P型 水冷） 平成16年 製造システム技術室

コマーシャルジグ中ぐりフライス盤（牧野フライスKGJP-55） 平成16年 製造システム技術室

コマーシャルジグ中ぐりフライス盤（牧野フライスBGⅢ-85） 平成16年 製造システム技術室

CAD/CAM対応型マシニングセンタ 平成16年 製造システム技術室

コマーシャルジグ中ぐりフライス盤（牧野フライス） 平成16年 製造システム技術室

炭酸ガスレーザ加工機（日平トヤマTLV-408-15Ｆ） 平成16年 製造システム技術室

NC精密平面研削盤（岡本工作機械） 平成16年 製造システム技術室

ワイヤカット放電加工機（超微細ワイヤ放電機） 平成16年 製造システム技術室

扉式電気炉 平成17年 ものづくりプラザ

精密旋盤 平成17年 製造システム技術室

小型スクリュコンプレッサ 平成17年 製造システム技術室

ワイヤカット放電加工機 平成18年 製造システム技術室

ジグ中ぐりフライス盤 平成18年 製造システム技術室

高速精密旋盤 平成18年 製造システム技術室

物置（ものづくり電気炉移設用） 平成19年 ものづくりプラザ

高速精密旋盤一式 平成19年 製造システム技術室

精密卓上旋盤一式 平成19年 製造システム技術室

プロッター 平成19年 ものづくりプラザ

NC操作機能付立フライス盤一式 平成20年 製造システム技術室

TIG溶接機一式 平成20年 製造システム技術室

NC操作機能付立フライス盤一式 平成20年 製造システム技術室

精密旋盤（標準付属品一式付）一式 平成21年 製造システム技術室

切削RPマシン一式 平成21年 ものづくりプラザ

3Dスキャナ一式 平成21年 ものづくりプラザ



93 
 

 

 

 

フルデジタルTIG溶接機 平成21年 製造システム技術室

フルデジタルTIG溶接機 平成21年 製造システム技術室

集塵機付角度切り高速切断機一式 平成22年 製造システム技術室

卓上精密高速旋盤 平成22年 ものづくり工房

帯鋸盤 平成22年 ものづくり工房

卓上フライス盤 平成22年 ものづくり工房

エアコンプレッサ 平成22年 ものづくり工房

高輝度プロジェクタ 平成23年 ものづくり工房

CNC旋盤一式 平成23年 製造システム技術室

コンターマシン超ワイド型強力万能帯ノコ盤 平成23年 製造システム技術室

コンターマシン直線自動送り装置 平成23年 製造システム技術室

ダイヤソー 平成23年 製造システム技術室

コンプレッサ 平成23年 製造システム技術室

壁面収納庫 シンライン一式 平成23年 ものづくり工房

メディベンダー 平成24年 ガレージ

工具顕微鏡 平成24年 製造システム技術室

リニアハイト 平成24年 ものづくり工房

鏡面ショットマシン 平成24年 製造システム技術室

超音波はんだ付け装置 平成24年 製造システム技術室

ニコン実体顕微鏡三眼セット一式 平成24年 製造システム技術室

精密卓上旋盤 平成24年 製造システム技術室

微小硬度計（電動レボルバ付システム）一式 平成24年 製造システム技術室

卓上型超高温電気炉 平成24年 製造システム技術室

エアコンプレッサ（北越工業SMS8ED-5A）外一式 平成24年 製造システム技術室

曲げ加工機 平成25年 製造システム技術室

3Dプリンタ（米国ストラタシス製uPrint SE Plus） 平成25年 ものづくり工房

給油式パッケージスクロールコンプレッサ (日立産機システム)一式 平成26年 製造システム技術室

モバイル粗さ測定器（SURFCOM FLEX-50Ａ） 平成26年 製造システム技術室

プリント基板加工機（Eleven Lab） 平成26年 電子工作室

安全カメラシステム（パナソニックDG-SSO）外一式 平成26年 製造システム技術室

形状測定センサ（オプテックFA LS-100CN）一式 平成27年 ものづくり工房

赤外線サーモグラフィ（FLIRシステムズ E8） 平成27年 ものづくり工房

立形フライス盤一式 令和 3年 製造システム技術室

メカ式シャーリング一式 令和 3年 製造システム技術室
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編集後記 

 

 

山梨大学工学部附属ものづくり教育実践センターが発足して 20 年が経過しました。その間セン

ターの設備も充実し、センター職員の教育・研究支援の業務の場も着実に増えてきており、その

なかで本報告書はセンター職員のこの 2 年間の活動から様々な成果や知見に関する報告をまとめ

たものとなっております。本報告書を通し、ものづくり教育実践センター職員の活動の一端をご

理解いただけますと幸いです。 

編集作業を通じてみると新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症に移行し、コロナ以前の日常

が戻る中、センター職員が教育・研究支援を行い、より実践的、積極的に大学教育に貢献してい

ける環境ができてきました。また、山梨大学のキャッチフレーズである「地域の中核・世界の人

材」に貢献するため、ものづくり教育実践センター職員として教育・研究支援や地域と連携した

活動の重要性をあらためて認識しました。 

最後に、本報告書の発刊に際し多大なご支援・ご協力を賜りましたセンター教職員の皆様、ご

執筆をいただいた皆様、並びに編集・発刊に際しご尽力いただきました編集委員の皆様へ厚くお

礼申し上げます。 

（編集委員長） 

 

 

 

 

第 10 号編集委員 

大原 伸介（副センター長） 

碓井 昭博（統括技術長、副編集委員長） 

杉山 啓介（副統括技術長） 

小林 勇太（編集委員長） 

大瀧 勝保 

小野 哲男 

堀内 宏 

矢嵜 俊成 

 

令和 5・6 年度ものづくり教育実践センター活動報告書 第 10 号 

令和 7 年 3 月発刊 
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〒400-8511 山梨県甲府市武田４-３-１１ 

山梨大学工学部附属 ものづくり教育実践センター 

Tel：０５５-２２０-８６２２ Fax：０５５-２２０-８６２３ 

http://www.cct.yamanashi.ac.jp 


